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介護福祉士養成課程における
本学の教育プログラムの構築
長谷川美貴子・藤澤雅子
（2019年１月17日受理）
要　旨
　「第13回社会保障審議会福祉部会・福祉人材確保専門委員会」は平成30年２月15
日に、「介護福祉士養成課程における教育内容の見直し」の概要を発表した。その
骨子は、介護福祉士が介護職グループの中で中核的・リーダー的な役割を果たし、
認知症高齢者や高齢単身世帯等の増加にともなう介護ニーズの複雑化・多様化・高
度化に対応できる「介護福祉の専門職」となるための教育内容が示されている。特
に、平成19年度カリキュラム改正時には12項目の「求められる介護福祉士像」が
提示されていたが、今回の改正では10項目にまとめられ、さらにこれらすべてに関
係して第一義的に重要である資質として、「高い倫理性の保持」がプラスされている。
　さらにまた講義時間数が30時間増えた科目として「コミュニケーション」関連
の科目があり、これは介護福祉士が介護福祉領域のリーダーとなって「チームマ
ネジメント」していくために必要な能力として、たとえば積極的に人間関係を築
いていく能力、スタッフや多職種と連携していくための能力としてのコミュニケ
ーション能力の向上が企図されている。つまり、介護の専門性や独自の機能を明
確にしていくために、根拠のある介護を実践するためのアセスメント力を高めた
り、認知症ケア実践者としての専門的知識・技術の修得が求められている。
　今回、厚生労働省が提示した「介護福祉士養成課程における教育内容の見直し」
に基づき、本学独自に「新カリキュラムに対応した介護教育基本方針」を構築し、
さらに効果的な教育を展開するための「カリキュラムマップ」を作成した。本学
は建学の精神「大乗仏教精神」に基づく「共生」の理念と「感恩奉仕」を基盤と
して、学生自らの人格形成および社会福祉の増進に寄与できる人間の育成を目指
しており、その実現のために本学介護福祉コースにおいては、「相手の立場に立っ
て考えることのできる人間」、「介護の対象者一人ひとりの心に寄り添える人間」
の育成として、高い倫理観をもち、かつ豊かな人間性を育むことを重視している。
その理念を土台としながら新カリキュラムに対応できる介護教育基本方針を構築
している。
キーワード 介護福祉士、新カリキュラム、介護教育基本方針、専門職教育、
厚生労働省「介護福祉士養成課程における教育内容の見直し」
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Ⅰ　はじめに
　介護福祉士の国家資格取得方法には、現在、養成施設ルート、実務経験ルート、福祉系高
校ルートの３ルートがある。平成28年度までの「養成施設ルート」では、介護福祉士養成
施設の指定を受けた大学や学校で所定のカリキュラムを修め、介護福祉士養成協会の行う「卒
業共通試験」に合格し卒業をすることで資格取得ができた。「実務経験ルート」では、学校
での学習を経なくても実務経験３年以上あれば、国家試験受験資格が得られ、合格すること
によって資格取得ができていた。「福祉系高校ルート」では、福祉系高校で所定のカリキュ
ラムを修め、卒業をすることで国家試験受験資格が得られ、合格することによって資格取得
ができる。このように介護福祉士の資格は名称独占の国家資格でありながら、学習形態や学
習内容が統一されていない状況が長く続いていた。しかし、現代日本社会の多様化する介護
ニーズに対応していくことが喫緊の課題となり、介護福祉士の資質向上が求められてきてい
る。よって、介護福祉士の国家資格取得要件の一本化に向け、「専門職としての介護福祉士」
像を強調していく方針が進められている。
　そこでまず、「社会福祉士及び介護福祉士法」の改正にともない、平成29年１月（第30回）
の国家試験からは、これまで卒業と同時に資格が取得できていた「養成施設ルート」におい
ても介護福祉士国家試験の受験対象者となり、国家試験に合格することが資格取得要件とな
った（ただし、経過措置として平成33年度末までに卒業する場合、卒業後５年の間は試験
を受験しなくても、または合格しなくても介護福祉士として職務を遂行することができる）。
また、これまで実務経験が３年以上あれば受験可能だった「実務経験ルート」においても、
実務経験３年以上に加え、６か月以上450時間の実務者研修の受講と修了が義務付けられた
（ただし、介護初任者研修受講者においては、130時間の研修は読み替えによって免除され
る）。そして、介護福祉士養成施設（大学や学校など）のカリキュラム内容の見直しが行われ、
時間数も1650時間から1800時間に増加し、福祉系高校のカリキュラム時間数も1855時間
に増加された。さらに平成30年２月15日の「第13回社会保障審議会福祉部会・福祉人材確
保専門委員会」から、「介護福祉士養成課程における教育内容の見直し」の方向性が示された。
これは、平成29年10月に同委員会が提出した報告書「介護人材に求められる機能の明確化
とキャリアパスの実現に向けて」を踏まえ、今後求められる介護福祉士像に即した介護福祉
士教育の方向性が明らかになったためである。
　同委員会の提示する介護福祉士養成課程の教育内容の見直し（概要）とは、介護職グルー
プの中で中核的な役割を果たし、認知症高齢者や高齢単身世帯等の増加にともなう介護ニー
ズの複雑化・多様化・高度化に対応できる「介護福祉の専門職」である点に重点が置かれて
いるものである。具体的には５項目挙げられており、「①専門職としての役割を発揮してい
くためのリーダーシップやフォロワーシップに関する学習内容を充実させる、②対象者が望
む生活を地域で支えることができるケアの実践力向上のための学習内容を充実させる、③介
護過程におけるアセスメント能力や実践力を向上させる、④対象者の意思（思い）や地域と
の繋がりに着目した認知症ケアに対応した学習内容を充実させる、⑤多職種協働によるチー
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ムケアを実践するための能力を向上させる」１）となっている。つまり、見直しの観点として
介護福祉士教育に強化が求められている点は、①チームマネジメント能力の向上、②対象者
の生活を地域で支える実践力の向上、③介護過程を展開するアセスメント能力の向上、④専
門的な認知症ケア実践力の向上、⑤介護と医療を連携させ調整する能力の向上といえる。
　以上のことから、介護福祉士養成施設である本学の教育方針としては、まずは本学の建学
の精神に基づいた教育理念としての「相手の立場に立って考えることのできる人間」、「介護
の対象者一人ひとりの心に寄り添える人間」の育成、そして、高い倫理観をもつ豊かな人間
性を育むことを重点課題として、介護教育基本方針を構築する必要があった。そこで本稿で
は、介護福祉士像の変遷や新カリキュラムの目的の変更点などを詳細に整理することによっ
て、「これからの介護福祉士のあり方」を明確化し、本学の介護教育基本方針の根拠を提示
していく。
Ⅱ　求められる介護福祉士像の変化
１．平成19年度と平成29年度の介護福祉士像の違い
　平成19年度カリキュラム改正時に提示されていた「求められる介護福祉士像」は、「①尊
厳を支えるケアの実践、②現場で必要とされる実践的能力、③自立支援を重視し、これから
の介護ニーズ、政策にも対応できる、④施設・地域（在宅）を通じた汎用性ある能力、⑤心
理的・社会的支援の重視、⑥予防からリハビリテーション、看取りまで、利用者の状態の変
化に対応できる、⑦多職種協働によるチームケア、⑧一人でも基本的な対応ができる、⑨「個
別ケア」の実践、⑩利用者・家族、チームに対するコミュニケーション能力や的確な記録・
記述力、⑪関連領域の基本的な理解、⑫高い倫理性の保持」２）の12項目であった。
　その後10年が経過し、社会状況や人々の意識が変化し、たとえば介護が必要な状況にな
っても住み慣れた地域で暮らし続けたい、サービスを活用しながらできる限り、自立した生
活を続けたいといった人々の意識の変化や、要支援・要介護高齢者や認知症高齢者の急増、
また、高齢者単身世帯の増加といった家族構成の変化の中、介護保険制度改正などにともな
い、施設から在宅へと介護の場が移り変わってきている。これらの理由から、今回の介護福
祉士養成課程教育におけるカリキュラム改正では、厚生労働省による介護人材に求められる
機能として、これまでの「求められる介護福祉士像」を「目指すべき介護福祉士像」に移し
替え、「①尊厳と自立を支えるケアを実践できる、②専門職として自律的に介護過程の展開
ができる、③身体的な支援だけでなく、心理的・社会的支援も展開できる、④介護ニーズの
複雑化・多様化・高度化に対応し、本人や家族等のエンパワメントを重視した支援ができる、
⑤ QOL（生活の質）の維持・向上の視点を持って、介護予防からリハビリテーション、看
取りまで、対象者の状態の変化に対応できる、⑥地域の中で施設・在宅に関わらず、本人が
望む生活を支えることができる、⑦関連領域の基本的なことを理解し、多職種協働によるチ
ームケアを実践できる、⑧本人や家族、チームに対するコミュニケーションや、的確な記録・
記述ができる、⑨制度を理解しつつ、地域や社会のニーズに対応できる、⑩介護職の中で中
— 3 —
淑徳大学短期大学部研究紀要第59号（2019. 2）
４
核的な役割を担う」３）ことができる者と修正し、さらにこれらの10項目すべてに関係し第
一義的に保持しうる能力として、「高い倫理性の保持」を加えた。
　つまり介護福祉士に新たに求められている能力は、地域で暮らす高齢者の自宅へ単独で訪
問し、一人で専門性の高い介護を提供できるように、１）高い倫理性、２）専門職としての
自律性、３）対象のエンパワメントを引き出す支援、４）QOLの維持・向上を目指せる高度
な知識・技術を修得していることであり、また５）施設内といった限られた場だけでなく、
広い視野をもち地域での介護福祉活動における中核的役割を担うことである。よって、本学
の教育方針を打ち出す際には、これらの５項目の強化を図る必要がある。
２．新カリキュラムにおける各領域の目的の変更点
　厚生労働省が提示した「求められる介護福祉士像の実現に向けたカリキュラム改正のポイ
ント」（平成30年）によると、以下のような特徴が見い出される。
１）領域「人間と社会」の目的
　領域「人間と社会」における〈現行〉での目的は、①介護を必要とする者に対する全人的
な理解や尊厳の保持、介護実践の基盤となる教養、総合的な判断力及び豊かな人間性を涵養
する、②利用者に対して、あるいは多職種協働で進めるチームケアにおいて、円滑なコミュ
ニケーションをとるための基礎的なコミュニケーション能力を養う、③アカウンタビリティ
（説明責任）や根拠に基づく介護の実践のための、分かりやすい説明や的確な記録・記述を
行う能力を養う、④介護実践に必要な知識という観点から、介護保険や障害者総合支援法を
中心に、社会保障の制度、施策についての基礎的な知識を養う。また、利用者の権利擁護の
視点及び職業倫理観を養う内容であった。
　そして、今回の〈新カリ〉での目的は、①福祉の理念を理解し、尊厳の保持や権利擁護の
視点及び専門職としての基盤となる倫理観を養う、②人間関係の形成やチームで働く力を養
うための、コミュニケーションやチームマネジメントの基礎的な知識を身につける、③対象
者の生活を地域の中で支えていく観点から、地域社会における生活とその支援についての基
礎的な知識を身につける、④介護実践に必要な知識という観点から、社会保障の制度・施策
についての基礎的な知識を身につける、⑤介護実践を支える教養を高め、総合的な判断力及
び豊かな人間性を養うことに修正変更されている。
　つまり、この領域での教育で最も重視されることは、「倫理観の醸成」と考えられる。福
祉の理念の理解や、対象の全人的な理解、尊厳の保持を学ぶことも、総合的な判断力や豊か
な人間性を養うことも、介護を必要としている対象を支援する介護福祉士にとって「専門職
としての倫理観」が養われていなければ意味がないことを示している。これまでは、ばらば
らに教育されていた人間に対する学習を、倫理観の確立のための学習、言い換えれば、一人
ひとりの対象に対する倫理行為の実践であるという一本の軸が明確になったとも考えられ
る。さらにいえば、介護福祉士の倫理観を養うことの必要性は、社会的な問題ともなってい
る介護現場における介護事故（転倒・転落・虐待等）の防止といった社会の要請も影響して
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いるのではないかといえる。
　次に、「チームマネジメント」力を高めるという目的が追加されたことが大きな変更点と
いえる。これは、介護福祉士に期待される役割として、介護職集団における中核的役割、つ
まりリーダーとなってマネジメントしていくことの強調といえる。〈現行〉では、チームで
連携していくためのコミュニケーション能力が求められていたが、〈新カリ〉ではチームの
中で、あるいは利用者・利用者家族を含めた中での人間関係を積極的に築くためのコミュニ
ケーション能力、あるいは関わっていく人々をまとめていくためのコミュニケーション能力
の修得が求められている。さらにいえば、〈現行〉では「他職種連携」であったが、〈新カリ〉
では「多職種連携」と明記され、介護職以外の他の職種とも連携をとるというよりも、他の
多くの職種の人たちと積極的に関わり、主となって調整することが企図されているといえる。
　そして三つ目として、「地域の中で支援」していく視点の強調がある。これは国の施策の
方向性として、施設介護に大幅に依存してきたこれまでの体制を変えていき、在宅支援の割
合を増やすためのものであり、さらには病気や障害、加齢のために介護が必要な状態になっ
ても、住み慣れた家、地域の中で暮らし続けていきたいという人々の願いに沿って生活を支
援していくという意識の変化の現状に即しているといえる。そして、介護福祉士による介護
実践が施設の中だけで完結する支援ではなく、自宅における支援も、さらに施設に入所して
いる方に対しても地域の中で支援していく視点をもち、積極的に自宅に戻れるよう「継続介
護」の考え方を推進していくために、幅広い視野で介護を捉えられなければならないことが
示されていよう。
２）領域「介護」の目的
　領域「介護」における〈現行〉の目的は、①介護サービスを提供する対象、場によらず、
あらゆる介護場面に汎用できる介護の知識技術を養う、②自立支援の観点から、介護実践で
きる能力を養う、③利用者のみならず、家族等に対する精神的支援や援助のために、実践的
なコミュニケーション能力を養う、④多職種協働やケアマネジメントなどの制度のしくみを
踏まえ、具体的な事例について介護過程を展開できる能力を養う、⑤リスクマネジメント等、
対象者の安全に配慮した介護を実践する能力を養うであった。
　そして、今回の〈新カリ〉での目的は、①介護福祉士に求められる役割と機能を理解し、
専門職としての態度を養う、②介護を実践する対象、場によらず、さまざまな場面に必要と
される介護の基礎的な知識・技術を習得する、③本人、家族等との関係性の構築やチームケ
アを実践するための、コミュニケーションの基礎的な知識・技術を習得する、④対象となる
人の能力を引き出し、本人主体の生活を地域で継続するための介護過程を展開できる能力を
養う、⑤介護実践における安全を管理するための基礎的な知識・技術を習得する、⑥各領域
で学んだ知識と技術を統合し、介護実践に必要な観察力・判断力及び思考力を養うことに修
正変更されている。
　つまり、この領域での教育において最も重視されることは、「専門職としての介護福祉士
の役割と機能」の理解を強調している点といえる。介護福祉士の役割・機能についての説明
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は〈現行〉においてもなされていたが、「介護福祉士は専門職である」ということを目的の
一番に掲げ、自律した職種としての独自の機能と役割を明記することによって、社会的にも
認められる質の高い介護福祉士の育成を望んでいることが明らかといえる。これに関連して、
主体的で積極的な姿勢で役割を遂行するために、たとえば〈現行〉では「実践的なコミュニ
ケーション能力」を養うという漠然とした目的を掲げていたが、〈新カリ〉では、「関係性の
構築のためのコミュニケーション」、「チームケアを実践するためのコミュニケーション」と
いうように、何のための能力であるのかが明示され、根拠が明確になっている。つまり、介
護福祉士の機能と役割が明確になったことにより、教育の目的・内容がより具体的に焦点化
されてきたといえよう。さらにいうと、〈現行〉では「安全に配慮」した介護の実践という
意味合いであったところを、〈新カリ〉では「安全を管理」する視点を養うと修正されている。
つまり個々人が自分の行う行為のレベルで安全面に注意していくだけでなく、もっと全体的
な視点で捉え、「安全な生活環境」「安全な施設」を保障していくために、予防的観点や組織
全体での計画的なシステムの構築といった視点も含まれていると考えられる。これは、多職
種連携や中核的・リーダー的役割を期待しているからこそ、全体を俯瞰して捉え管理してい
くだけの能力が期待されていることが示唆されていよう。
　「介護」の領域で重視されている２点目として考えられることは、対象者主体の生活を支
援するための「対象者の持っている力を引き出す能力の育成」について、〈現行〉では介護
における自立支援の観点のみの提示であったが、〈新カリ〉ではエンパワメント実践という
ことが強調されていることである。複雑で多様化している個々人に対する適切な介護実践の
ためには、「自立支援」だけを掲げていては不十分となってきた。個別性に対応した介護を
行うためには、個々人の能力を十分に引き出すことが最も重要なことといえる。つまり、一
人ひとりのよりよい人生、よりよい生活の支援のためには、一人ひとりの個性や可能性を広
げるエンパワメントの考え方が必要である。さらにエンパワメント実践のためには、対象者
がどのような能力をもっているのかを観察でき（気づき）、それを的確に判断するだけの知
識と思考力が必要である。〈現行〉では、誰にでも適応させうる「汎用できる能力」が求め
られていたが、〈新カリ〉では、人々から「必要とされていることを適切に援助できる能力」
という、より高度な能力が求められている。つまり、一人ひとりに必要な介護を見極め、援
助していく「個別ケア」の視点が強調されていると考えられる。
３）領域「こころとからだのしくみ」の目的
　領域「こころとからだのしくみ」における〈現行〉の目的は、①介護実践に必要な知識と
いう観点から、からだとこころのしくみについての知識を養う、②増大している認知症や知
的障害、精神障害、発達障害等の分野で必要とされる心理的社会的なケアについての基礎的
な知識を養うことであった。
　そして、今回の〈新カリ〉での目的は、①介護実践に必要な根拠となる、心身の構造や機
能及び発達段階とその課題について理解し、対象者の生活を支援するという観点から、身体
的・心理的・社会的側面を統合的に捉えるための知識を身につける、②認知症や障害のある
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人の生活を支えるという観点から、医療職と連携し支援を行うための、心身の機能及び関連
する障害や疾病の基礎的な知識を身につける、③認知症や障害のある人の心身の機能が生活
に及ぼす影響について理解し、本人と家族が地域で自立した生活を継続するために必要とさ
れる心理・社会的な支援について基礎的な知識を身につけることに修正変更されている。
　つまり、この領域での教育において最も重視されることは、「科学的根拠」を明確にした
知識・技術を修得することである。自律した専門職としての介護実践のためには、自分の介
護の適切性・妥当性を説明できる根拠が必要不可欠であり、そのためのこころとからだの理
解である。アセスメント能力を高めるためには、からだやこころのメカニズム、疾病の理解
やそれに対する支援方法の理解が必要となる。さらにいうと、それらの根拠の根本には人々
の「生活を支える」視点があり、生活者を支えることを介護の独自の機能として強調してい
る。これまでも生活の視点の重要性は述べられていたが、それを目的として明記はしてこな
かった。しかし、心身の機能を学ぶ理由は、それらが生活に及ぼす影響を理解するためのも
のであり、生活を支える役割を遂行するという独自の機能を果たすためのものである。そし
て、もう一つは、「認知症ケア」の実践のために必要なこころとからだに関する知識・技術
を修得し、これを介護の専門性として打ち出す意図が見られる。
４）領域「医療的ケア」の目的
　領域「医療的ケア」における〈現行〉の目的は、医療職との連携のもとで医療的ケアを安
全・適切に実施できるよう、必要な知識・技術を修得するであった。そして、今回の〈新カ
リ〉での目的は、医療的ケアが必要な人の安全で安楽な生活を支えるという観点から、医療
職との連携のもとで、医療的ケアを安全・適切に実施できるよう、必要な知識・技術を習得
することにし修正変更されている。
　つまり安全で適切なケアを行うための知識・技術の修得にとどまらず、医療的ケアが必要
な人の状況や状態を充分に理解した上で、医療的ケアの実施および医療的ケアを必要としな
がら生活している人への「生活援助」が求められるということになろう。さらに、これまで
医療従事者でなければ実践できなかったさまざまな行為が、「医行為ではない」行為として
定義変更されており、介護福祉士が援助していく行為の幅が、今後さらに広がる可能性があ
り、医療や医学的知識の教育は今後ますます重視されていくことが予想される。
Ⅲ　新カリキュラムにおける教育の目的と本学の教育の方向性
１．チームマネジメント能力を養うための教育内容の拡充
１）「人間と社会」領域でのチームマネジメント教育
　介護福祉士には、①介護職集団の中での中核的役割や、②リーダーの下で専門職としての
役割を発揮することが求められていることから、本学としては、リーダーシップやフォロワ
ーシップを含めたチームマネジメントに関する教育内容の拡充を図っていく。〈現行〉の領
域「人間と社会」の選択科目にあった、「④組織体のあり方、対人関係のあり方（リーダー
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となった場合の）や人材育成のあり方についての学習」を必修科目に組み込むことが提示さ
れている。つまり、「人間関係とコミュニケーション」の科目の中に、“チームマネジメント”
の内容をさらに増加させ、講義時間数も30時間から60時間に増やすことになる。教育内容
に含むべき事項としては、介護実践をマネジメントするために必要な「組織の運営管理」、
人材の育成や活用などの「人材管理」、それらに必要なリーダーシップ・フォロワーシップ
など、チーム運営の基本を理解する内容が考えられる。具体的な組織の運営管理においては、
①ヒューマンケアサービスにおけるケアマネジメント、②チームの機能（チームとは何か）、
③マネジメントの方法、④リーダーシップ、フォロワーシップの役割、⑤コンプライアンス
遵守などが考えられ、人材管理においては、①セルフ・マネジメントの視点から、モチベー
ションのあげ方、②意志・意欲・感情コントロール法、③キャリア・マネジメント、④人材
教育の方法などがある。
　本学では特に、対人援助に必要な人間の関係性や関係形成に必要なコミュニケーションの
知識を学ぶ「人間関係とコミュニケーション」の科目の中でこれらの学修を強化していく。
また、本学はゼミという少人数体制での指導の場も多く、学校行事等でそれぞれの役割につ
いて考え、各自が自分の役割を担っていく活動場面も多い。友人同士の人間関係の築き方、
リーダーやフォロワーの役割をお互いに体験しあうことで、お互いを尊重し合い助け合うチ
ームの機能について実践しながら学ぶことができる。さらに本学では、共生論という科目の
中で、ボランティア活動を体験する機会がある。さまざまな活動に参加する中で、具体的な
組織の運営管理方法などについて学ぶことができるので、生きた教材によって学修が強化さ
れうる。
２）コミュニケーション教育の捉え方
　コミュニケーション教育は、〈現行〉から領域をまたいで行ってきたが、〈新カリ〉におい
ても国家試験等の関連からこれまでと同じ「人間と社会」「介護」の領域での分類のまま行
うことが提示されている。しかし、それぞれに含めるべき教育内容の明確化が行われ、領域
「人間と社会」の科目「人間関係とコミュニケーション」では、主に人間関係の形成やチー
ムで働くための能力の基盤となるコミュニケーションの基本的知識に絞って教育していく。
　それに対して、領域「介護」の科目「コミュニケーション技術」においては、介護の対象
者との支援関係の構築や情報の共有化等、「介護実践に必要なコミュニケーション」を学ぶ
という整理がなされている。詳しくみていくと、〈現行〉では、①介護におけるコミュニケ
ーションの基本、②介護場面における利用者・家族とのコミュニケーション、③介護におけ
るチームのコミュニケーションであったが、〈新カリ〉においては、①介護を必要とする人
とのコミュニケーション（本人の置かれている状況を理解し、支援関係の構築や意志決定を
支援するためのコミュニケーション技術）、②介護における家族とのコミュニケーション（家
族の置かれている状況・場面を理解し、家族への支援やパートナーシップを構築するための
コミュニケーション技術）、③障害の特性に応じたコミュニケーション技術、④介護におけ
るチームのコミュニケーション（情報を適切にまとめ、発信するために、介護実践における
— 8 —
淑徳大学短期大学部研究紀要第59号（2019. 2）
９
情報の共有化の意義を理解し、その具体的な方法や情報の管理について理解する）となって
いる。
　本学においても、領域「介護」でのコミュニケーション教育の強化を図り、介護実践場面
に特化したコミュニケーション技術を学ぶことを主眼に置き、支援関係の構築に向けてのコ
ミュニケーション能力を高めることを目標においていく。さらに、「家族」への支援や家族
とのパートナーシップを構築するためのコミュニケーション技術と、「チーム」におけるコ
ミュニケーション能力を高めるための教育内容を含め、たとえば、チーム内の情報共有の方
法としての申し送りや記録の技術、報告・連絡・相談といった具体的な内容も盛り込んでい
くことにする。そのため、これまでの介護の基本Ⅰ・Ⅱの科目を、Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳに増やし、
それぞれの場面におけるさまざまなコミュニケーションの知識・技術を学べるよう工夫して
いく。さらに、コミュニケーション技術Ⅰ・Ⅱを通して、チームアプローチの実際や、介護
を必要とする人やその家族を理解するためのコミュニケーションの実際を学び、卒業後に役
立ちうるコミュニケーション技術の学修を強化していく。
２．対象者の生活を地域で支えるための実践力の向上
１）「人間と社会」領域での地域に関する教育
　対象者の生活を①「地域で支える」ために、多様なサービスに対応する能力が求められて
いることから、本学では特に、各領域の特性に合わせて地域に関連する教育内容の充実を図
っていく。〈現行〉には含まれていないが、〈新カリ〉の領域「人間と社会」の科目「社会の
理解」の中に、“地域共生社会” が追加されている。本学では介護基礎教育の中だけでなく、
もともと共生論が必修科目としてあるので、そこで大乗仏教精神に基づく共に支えあう共生
の理念や感恩奉仕の心を学びながら、地域でのボランティア活動も体験している。よって、
さらに、地域共生社会の考え方や地域包括ケアシステムのしくみの学修の時間も増やし、共
生社会のための制度や施策を理解できるよう強化していく。さらに、板橋区地域密着型サー
ビス事業所連絡会と連携を図り、シンポジウム等を通して、対象者を地域で支えるための各
種サービスや対応の実際を学ぶ機会を設け、実践力の向上へと結びつけていく。
２）「介護」の領域での地域に関する教育
　領域「介護」の科目「介護実習」の中に、〈現行〉には含まれていなかった “地域におけ
る生活支援の実践” が追加されている。よって、本学においては、対象者の生活と地域との
関わりや、地域での生活を支える施設・機関の役割を理解するための内容を追加させ、さら
に地域における生活支援を実践的に学ぶために介護福祉実習の中にも組み込んでいく。本学
ではすでに、在宅実習という枠組みで、グループホーム実習や訪問介護実習、デイサービス
実習をカリキュラムの中に取り入れ、地域での生活を支える介護の役割についての学修を強
化している。今後はさらに、施設実習においても地域における生活支援の視点を持つことの
重要性を理解できるよう、施設・事業所見学や介護現場でのボランティア活動がさらに行え
るように実習施設にも協力を求めていくことが大切だと考える。
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３．介護過程の実践力の向上
１）科目「介護過程」における教育内容
　介護ニーズの複雑化・多様化・高度化に対応するため、各領域で学んだ知識と技術を、①
「介護」の領域で統合し、②アセスメント能力を高め、③実践力の向上を図ることが求めら
れている。領域「介護」の目的に〈現行〉には明記されていなかった、“各領域での学びと
実践の統合” が追加されており、具体的には、各領域で学んだ知識と技術を統合し、介護実
践に必要な観察力・判断力及び思考力を養うと明記されている。さらに、科目「介護過程」
をみていくと、〈現行〉では「他の科目で学習した知識や技術を統合して、介護過程を展開し、
介護計画を立案し、適切な介護サービスの提供ができる能力を養う学習とする」という介護
過程についての基本的な知識や技術を習得するねらいであったが、〈新カリ〉では、「本人の
望む生活の実現に向けて、生活課題の分析を行い、根拠に基づく介護実践を伴う課題解決の
思考過程を習得する学習とする」となっている。
　よって本学においては、①介護過程の意義と基礎的理解（介護実践における介護過程の意
義の理解を踏まえ、介護過程を展開するための一連のプロセスと着眼点を理解する）、②介
護過程とチームアプローチ（介護サービス計画や協働する他の専門職のケア計画と個別介護
計画との関係性、チームとして介護過程を展開することの意義や方法を理解する）、③介護
過程の展開の理解（個別の事例を通じて、対象者の状態や状況に応じた介護過程の展開につ
なげる）などを具体的に明記し、強化していく。つまり、単なる介護過程の方法を知識とし
て獲得するだけではなく、一人ひとりの利用者の望む生活の実現のための介護過程の展開が
できることを目指していく。さらに、学生が臨床現場で生活課題の分析ができるよう観察力
を高め、また課題解決を行っていくための判断力、思考力を養うことができるよう、さまざ
まな事例を提示し、介護過程の展開ができるようになるよう強化していく。そうした学修の
中で多職種との連携を図りながら、チームで統一したケアを実践していけるようチームアプ
ローチの視点も抑えていく予定である。
２）科目「介護総合演習」と「介護実習」での教育内容
　〈現行〉においては、「介護総合演習」と「介護実習」のねらいが提示されているだけで、
具体的な教育すべき事項は明示されておらず、各学校での自由裁量に任されていた。しかし、
〈新カリ〉における、科目「介護総合演習」では①知識と技術の統合、②介護実践の科学的
探究、科目「介護実習」では①介護過程の実践的展開、②多職種協働の実践、③地域におけ
る生活支援の実践と明記されている。特に、科目「介護総合演習」における①の「知識と技
術の統合」に関しては、（1）実習の教育効果を上げるため、事前に実習施設についての理
解を深めるとともに、各領域で学んだ知識と技術を統合し、介護実践につながる内容とする、
（2）実習を振り返り、介護の知識や技術を実践と結びつけて統合、深化させるとともに、
自己の課題を明確にし専門職としての態度を養う内容とすること、②の「介護実践の科学的
探究」に関しては、質の高い介護実践やエビデンスの構築につながる実践研究の意義とその
方法を理解する内容とすると規定されている。
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　本学ではすでに、各段階ごとの介護福祉実習が終了するごとに、実習での学びを振り返り、
まとめて発表し、クラス全体で学びの共有を図っている。特に、第３段階介護福祉実習で受
け持たせていただいた対象者への介護過程の展開についてまとめ、報告会での発表を実施し
ている。つまり、介護実習での学習を介護過程の展開のための絶好の機会とするために、実
習で受け持ち介護過程の展開を実践してきた体験をきちんとまとめ考察することによって、
質の高い介護実践やエビデンスの構築につながるよう、事例（ケーススタディ）報告会を行
っている。自分の行ったアセスメント内容、掲げた目標や具体策、実施、評価を振り返るこ
とでの学びを発表し、他の学生とその学びを共有することで、自分の介護観の深まりに繋が
っている。科目「介護実習」における①の「介護過程の実践的展開」に関しても、介護過程
の展開を通して対象者を理解し、本人主体の生活を自立を支援するための介護過程を “実践
的に学ぶ” 内容とすると明記されていることからも、今後はさらにレベルアップを目指し、
さまざまな状態・状況の方々への介護過程の展開をスムーズにできるように、多くの事例に
関して考えられる機会をつくっていきたいと考えている。
４．認知症ケアの実践力の向上
１）「こころとからだのしくみ」領域
　科目「認知症の理解」においては、①本人の思いや症状などの個別性に応じた支援や、②
地域とのつながり及び家族への支援を含めた認知症ケアの実践力が求められていることか
ら、認知症の理解に関する教育内容の充実を図ることが求められている。〈現行〉のねらい
には「認知症に関する基礎的知識を習得するとともに、認知症のある人の体験や意思表示が
困難な特性を理解し、本人のみならず家族を含めた周囲の環境にも配慮した介護の視点を学
習する内容とする」であったが、〈新カリ〉においては、「認知症の人の心理や身体機能、社
会的側面に関する基礎的な知識を習得するとともに、認知症の人を中心に据え、本人や家族、
地域の力を活かした認知症ケアについて理解するための基礎的な知識を習得する学習とす
る」と修正変更されている。特に重視している点は、介護福祉士には、認知症に関して専門
的に知識・技術をもち、「認知症ケア」に関して専門職として適切に実践できる役割を担っ
ていくことが期待されているのではないかと考えられる。
　よって本学においても、“認知症の心理的側面の理解” を強化していき、具体的には、「認
知症の医学的・心理的側面の基礎的理解」として、医学的・心理的側面から、認知症の原因
となる疾患及び段階に応じた心身の変化や心理症状を理解し、生活支援を行うための根拠と
なる知識の修得に向けていく。もう一つの追加点は、認知症に伴う生活への影響のみならず、
“認知症ケアの理解” である。具体的には、「認知症に伴う生活への影響と認知症ケア」として、
認知症の人の生活及び家族や社会との関わりへの影響を理解し、その人の特性を踏まえたア
セスメントを行い、本人主体の理念に基づいた「認知症ケアの実践につながる内容」の強化
である。本学ではもともと認知症の医学的・心理的側面の理解や認知症ケアの重要性は認識
しており、かなりの時間を割いて教授してきた経緯がある。今後はさらに状況のわかりやす
い事例などを取り入れ、社会的に必要とされている認知症ケアにおける実践力の高い介護福
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祉士育成に向けて教育内容を吟味していく。
　更にもう一点強化する点は、認知症ケアにおける「家族への支援」の側面である。認知症
の人を支える家族の課題について理解し、家族の受容段階や介護力に応じた支援につながる
教育内容の強化を図っていく。
５．介護と医療の連携を踏まえた実践力の向上
１）「介護」領域における実践力の向上
　①施設・在宅にかかわらず、「地域の中で本人が望む生活」を送るための支援を実践する
ために、②介護と医療の連携を踏まえ、③人体の構造・機能の基礎的な知識や、④ライフサ
イクル各期の特徴等に関する教育内容の充実が求められている。そして領域「介護」の中の
科目「介護実習」において、“多職種協働の実践” が追加されている。本学においても、「多
職種との協働の中で、介護福祉士としての役割を理解するとともに、サービス担当者会議や
ケースカンファレンス等を通じて、多職種連携やチームケア」について、介護実習の中で体
験的に学ぶよう、実習内容に具体的に明記していく。卒業後現場で働くことになった際にも、
多職種の専門職の中で、介護福祉士としての役割を果たしていけるよう、すべての学生が必
ず介護実習で体験できるよう、実習施設との連絡調整も大切であると考える。
２）「こころとからだのしくみ」領域における実践力の向上
　科目「こころとからだのしくみ」における教育を強化していくために〈新カリ〉では、「こ
ころとからだのしくみⅠ」には介護実践に必要な観察力、判断力の基礎となる人間の心理、
人体の構造や機能を理解するための基礎的な知識を学び、「こころとからだのしくみⅡ」に
は生活支援を行う際に必要となる基礎的な知識として、生活支援の場面に応じたこころとか
らだのしくみ及び機能低下や障害が生活に及ぼす影響について理解するための科目に分化さ
せている。
　本学においても、介護教育における心身のしくみの学修の重要性を認識しており、医療と
の連携を実現したり、専門職として介護過程の展開が十分にできるようアセスメント能力を
高めるためには、こころとからだのしくみに関する学修が大切だと捉えており、科目として
も「こころの理解」「からだの理解」「こころとからだのしくみⅠ・Ⅱを設定し、根拠に基づ
く適切な介護実践の実行を目指している。
　さらに、「こころとからだのしくみⅡ」の教育に含むべき事項や学習する順序性の修正が
あり、〈現行〉では、身じたく→移動→食事→入浴・清潔保持→排泄→睡眠→死にゆく人の
こころとからだのしくみを学んできたが、〈新カリ〉では、一番はじめに「移動に関連した
こころとからだのしくみ」を学ぶことが明示されている。移動動作は多くの日常生活動作に
関わってくる動作であり、さらに食事、清潔、排泄等の動作にとっても場所を移動すること
によって、対象者の生活の質や幅が大きく変化してくる。たとえば、ベッド上で食事をする
よりも、食堂に移動できてたくさんの人と一緒に楽しく食べる方が望ましいし、ベッド上で
清拭を行うよりも、入浴室に移動して浴槽に入る方が心身の機能にとって良い影響が望め、
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さらにベッド上で排泄を行うよりも、トイレまで移動できる方が対象者の生活の可能性が広
がり、自立支援にもつながっていくと考えられる。そして身体面の機能の向上だけでなく、
精神面での機能や認知機能の点でも移動動作の重要性は大きなものと考えられる。本学にお
いても、厚生労働省の提示している流れでカリキュラムマップを作成し、社会で求められて
いる介護福祉士の育成に努めていく。また、〈新カリ〉での修正箇所に「睡眠に関連したこ
ころとからだのしくみ」の部分が、「休息・睡眠に関連したこころとからだのしくみ」とな
っており、介護における対象者の休息の重要性が再認識されたものと考えられる。したがっ
て、人間が活動するために大切な「休息」に関する意義や重要性について、本学においても
強化していく。日中の活動と休息のバランスを調整するための知識と技術を修得すること
で、対象者の睡眠の質を上げることにもつながっていくことになる。
　また、科目「発達と老化の理解」の中の「人間の成長と発達」に、ライフサイクルの各期
の基礎的な理解を追加させている。本学においても、人間の成長と発達の基本的な考え方を
踏まえ、ライフサイクルの各期（乳幼児期、学童期、思春期、青年期、成人期、老年期）に
おける身体的・心理的・社会的特徴と発達課題及び特徴的な疾病について学んでいく。介護
の対象が高齢者だけでなく、地域で暮らすすべての人を対象としていくため、幅広い教育が
求められてきており、それに対応できる教育内容としている。
Ⅳ　本学の「教育プログラム」と「カリキュラムマップ」
　以下、厚生労働省が提示した「介護福祉士養成課程における教育内容の見直し」に基づき、
本学独自に構築した「新カリキュラム対応介護教育基本方針」を提示する（表１参照）。さ
らに、教育を効果的に展開するための「カリキュラムマップ」を提示する（表２参照）。
Ⅴ　おわりに
　少子高齢社会、核家族化が進む中で、わが国の高齢化率は27.3％に達し（平成28年10月
現在）、平均寿命も男性81.3歳、女性87.26歳と世界でもトップクラスの長寿社会を迎えた。
しかしそれにともない、医療・介護、年金等に関する問題も大きく浮上し、特に介護問題（要
介護者や認知症高齢者・独居高齢者の増加、老々介護、介護サービスの不足、介護職員の人
手不足等）は深刻な社会問題となっている。このような社会状況や人々の意識の移り変わり、
介護保険制度をはじめ諸制度改正に伴い介護職に求められる機能や役割が変化する中、今後、
社会から求められる介護福祉士像に即した介護福祉士の養成が求められ、今回教育内容の見
直しが行われる運びとなった。見直し内容では介護に関する専門的な知識・技術の修得にと
どまらず、複雑化・多様化・高度化する人々の介護ニーズへの対応、またひとり一人の状態
や状況の異なる個人に応じた支援と実践力の向上が求められており、今回、厚生労働省の提
示した「介護福祉士養成課程における教育内容の見直し」に基づき、本学の介護福祉士養成
課程における教育プログラムの再構築を行った。
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　今回の教育プログラムの再構築は、厚生労働省の提示した教育内容の見直しを網羅しなが
ら行っているが、その過程において専門職としての高い倫理観をもち、かつ豊かな人間性を
ベースにした介護福祉士をどう育成するのかということが大きな課題であった。知識や技術
は繰り返し学習することで修得できても、その知識や技術を活用し、介護実践を行うのは人
間である。本学はこれまでも建学の精神「大乗仏教精神」に基づく共生の理念と「感恩奉仕」
の考え方を充分に理解し、自らの人格形成および社会福祉の増進に寄与できる能力の修得を
目指している。さらに本学の介護福祉コースにおいては、「相手の立場に立って考えること
のできる人間」、「介護の対象者一人ひとりの心に寄り添える人間」として豊かな人間性をも
った介護福祉士の育成をこれまでも目指してきた。そのため、教養科目として「宗教」や「共
生論」を、専門関連科目として「社会福祉演習Ⅰ」「社会福祉演習Ⅱ」を卒業必修科目とし
て位置づけ、ボランティア活動や地域との交流、教員と学生との触れ合いを通して建学の精
神に基づく人間の育成に取り組んできた。
　短期大学部での教育期間はわずか２年という短い期間であり、その中での専門的知識・技
術の修得、実践力の向上ならびに「建学の精神」に基づく豊かな人間性の育成においては、さ
らに学内の連携や協働を深め、教育内容や教育方法の検討と見直しが必要であろう。今後は
社会状況や人々の意識の変化などに即した介護福祉士教育を進めながらも、思いやりのある
暖かい心をもった人間としての介護福祉士の育成を大切にしながら学生と関わっていきたい。
引用文献
１） 厚生労働省『「介護福祉士養成課程における教育内容の見直し」について』第13回社会保障審
議会福祉部会福祉人材確保専門委員会、平成30年２月15日資料、平成30年８月７日、30文科
高第327号、社会福祉発行0807第３号、p.1．
２） 厚生労働省『介護人材に求められる機能の明確化とキャリアパスの実現に向けて（概要）』社
会保障審議会福祉部会福祉人材確保専門委員会。平成29年10月４日、p.9．
３） 厚生労働省『介護人材に求められる機能の明確化とキャリアパスの実現に向けて（概要）』前
掲書、p.9．
参考文献
・伊藤優子（厚生労働省社会・援護局福祉基盤課福祉人材確保対策室）「求められる介護福祉士像
の実現に向けたカリキュラム改正のポイント」厚生労働省、第25回日本介護福祉教育学会講演資
料、平成30年８月23日．
・内閣府『平成29年度　高齢社会白書』．
・厚生労働省『福祉人材確保専門委員会での前回議論のとりまとめ』第６回社会保障審議会福祉部
会福祉人材確保専門委員会、平成28年10月５日．
・厚生労働省『介護人材の業務実態等について』第６回社会保障審議会福祉部会福祉人材確保専門
委員会、平成28年10月５日．
・一般財団法人厚生労働統計協会編『国民の福祉と介護の動向・厚生の指標』2017、奥村印刷．
・文部科学省高等教育局長、厚生労働社会・援護局長『社会福祉士学校及び介護福祉士学校の設置
及び運営に係る指針について』平成30年３月12日29文科高第991号社援発0312第６号．
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・関東信越厚生局健康福祉部健康福祉課長『介護福祉士養成課程の教育内容の見直しについて』
平成30年６月４日．
・文部科学省初等中等教育局長・文部科学省高等教育局長・厚生労働省社会援護局長『社会福祉士
介護福祉士学校指定規則の一部を改正する省令等の施行について（通知）』30文科高第375号、
社援発0807第１号、平成30年８月７日．
・関東信越厚生局健康福祉部健康福祉課長『社会福祉士介護福祉士学校規則等の一部改正による介
護福祉士養成課程の教育内容の見直しについて』平成30年８月10日．
・柴田拓己（厚生労働省社会・援護局福祉基盤課福祉人材確保対策室長）「介護人材確保の動向と
介護福祉士養成教育への期待」厚生労働省、第25回日本介護福祉教育学会講演資料、平成30年８
月23日．
・『「社会福祉士学校及び介護福祉士学校の設置及び運営に係る指針について」の一部改正について』．
・学校法人大乗淑徳学園『大乗淑徳教本』平成17年第２次改訂版第17刷．
・平成30年度「介護福祉実習ハンドブック」淑徳大学短期大学部健康福祉学科介護福祉コース．
・『2015学生便覧』淑徳大学短期大学部、H30年４月１日、p.48︲51．
・「介護福祉士養成課程のカリキュラム」平成30年度日本介護福祉教育学会資料、平成30年．
・野崎真奈美『計画・実施・評価を循環させる授業設計』医学書院．
・介護福祉士養成講座編集委員会編『新・介護福祉士養成講座１～14』中央法規出版．
・『最新介護福祉全書１～13』メヂカルフレンド社．
・長谷川美貴子・藤澤雅子「本学における介護福祉士教育プログラムの一案」『淑徳短期大学研究
紀要第47号』2008．
・角田ますみ「シラバスからみる大学における介護福祉士養成課程の倫理教育」『生命倫理』
vol.26no1，2016．
・宮下史恵「介護福祉士養成新カリキュラムに伴う指導教育に関する研究」『旭川大学』．
・櫻井恵美「介護福祉士養成カリキュラムにおけるコミュニケーション技術の教育内容に関する一
考察」『人間関係学研究』18巻，2016．
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?
?
?
２
（
30
）
　「
人
間
」
の
理
解
を
基
礎
と
し
て
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
の
保
持
と
自
立
・
自
律
し
た
生
活
を
支
え
る
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
さ
ら
に
、
介
護
福
祉
の
倫
理
的
課
題
へ
の
対
応
能
力
の
基
礎
を
養
う
。
　「
人
間
の
尊
厳
」
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、「
尊
厳
」
の
内
容
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
介
護
を
受
け
る
人
の
尊
厳
を
守
る
こ
と
の
意
義
や
、
配
慮
す
べ
き
こ
と
を
同
じ
人
と
し
て
理
解
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
人
間
の
多
面
的
理
解
を
促
し
、
自
立
・
自
律
し
た
生
活
を
支
え
る
必
要
性
や
生
活
モ
デ
ル
を
基
盤
と
し
た
生
活
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
展
開
し
て
い
く
。
１
．
人
間
の
尊
厳
と
人
権
・
福
祉
理
念
１
）
人
権
と
尊
厳
①
人
権
思
想
・
福
祉
理
念
の
歴
史
的
変
遷
②
人
間
の
尊
厳
・
人
権
尊
重
③
権
利
擁
護
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
２
．
介
護
に
お
け
る
自
立
・
自
律
の
概
念
１
）
自
立
と
尊
厳
①
「
人
間
」
の
多
面
的
理
解
②
人
間
の
尊
厳
・
自
己
決
定
・
自
己
選
択
・
意
思
決
定
③
自
立
・
自
律
の
概
念
④
利
用
者
主
体
３
．
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
１
）
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
と
実
現
４
．
Q
O
L
①
Q
O
L
の
考
え
方
②
生
命
倫
理
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
対
人
援
助
に
必
要
な
人
間
の
関
係
性
を
理
解
し
、
関
係
形
成
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
。
　
利
用
者
本
位
や
自
立
支
援
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
利
用
者
の
こ
と
を
的
確
に
理
解
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
障
害
等
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
支
障
が
あ
る
利
用
者
と
も
意
思
疎
通
し
て
、
伝
え
る
能
力
だ
け
で
な
く
、
聞
き
取
る
能
力
や
思
い
を
受
け
止
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
養
う
。
１
．
人
間
関
係
の
形
成
過
程
１
）
人
間
関
係
と
心
理
①
自
己
覚
知
、
他
者
理
解
、
ラ
ポ
ー
ル
②
人
間
関
係
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
２
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
１
）
対
人
関
係
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
①
対
人
関
係
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
②
対
人
関
係
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
概
要
２
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
環
境
３
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
法
①
対
人
距
離
（
物
理
的
・
心
理
的
距
離
）
②
言
語
的
・
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
③
受
容
・
共
感
・
傾
聴
的
態
度
４
）
道
具
を
用
い
た
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
①
機
器
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
②
記
述
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
対
人
援
助
に
必
要
な
人
間
の
関
係
性
を
理
解
し
、
関
係
形
成
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
。
　
介
護
の
質
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
、
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
的
な
知
識
を
理
解
し
、
チ
ー
ム
で
働
く
た
め
の
能
力
を
養
う
。
１
．
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
１
）
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
特
性
と
求
め
ら
れ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
２
）
チ
ー
ム
運
営
の
基
本
・
チ
ー
ム
機
能
と
構
成
３
）
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
中
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
４
）
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
法
５
）
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
の
役
割
６
）
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
７
）
組
織
の
構
造
と
運
営
管
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
８
）
人
材
育
成
や
活
用
等
の
人
材
管
理
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
個
人
が
自
立
し
た
生
活
を
営
む
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
、
個
人
、
家
族
、
近
隣
、
地
域
、
集
団
、
社
会
の
単
位
で
人
間
を
捉
え
る
視
点
を
養
い
、
個
人
の
暮
ら
し
と
生
活
と
社
会
の
関
係
性
を
社
会
福
祉
と
の
関
連
で
捉
え
、
そ
の
意
義
と
理
念
を
理
解
し
て
い
く
。
　
ま
た
対
象
者
の
生
活
の
場
と
し
て
の
地
域
と
い
う
観
点
か
ら
、
地
域
共
生
社
会
や
地
域
包
括
ケ
ア
の
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
。
　
さ
ら
に
、
日
本
の
社
会
保
障
の
基
本
的
な
考
え
方
、
仕
組
み
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
　
介
護
実
践
に
必
要
な
知
識
と
し
て
、
わ
が
国
の
社
会
保
障
の
基
本
的
な
考
え
方
（
社
会
保
障
の
意
義
、
社
会
保
障
が
私
た
ち
の
生
活
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
く
る
の
か
）、
歴
史
と
変
遷
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
　
つ
ま
り
、
人
の
誕
生
か
ら
保
障
さ
れ
る
母
子
保
健
、
医
療
保
険
を
は
じ
め
、
介
護
福
祉
士
と
し
て
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め
に
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
観
点
か
ら
の
社
会
保
障
の
し
く
み
を
押
さ
え
て
い
く
。
　
そ
の
上
で
社
会
保
障
の
基
本
と
な
る
年
金
制
度
や
医
療
保
険
制
度
、
労
災
保
険
、
生
活
保
護
制
度
、
雇
用
保
険
制
度
等
が
、
児
童
期
・
障
害
児
（
者
）・
高
齢
者
等
の
個
々
人
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
な
ど
、
生
活
実
感
と
し
て
理
解
し
て
い
く
。
１
．
個
人
・
家
族
・
地
域
・
社
会
の
し
く
み
１
）
家
庭
生
活
の
基
本
的
機
能
①
生
活
の
概
念
・
生
活
様
式
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
②
生
産
・
労
働
、
教
育
・
養
育
、
保
健
・
福
祉
、
生
殖
、
安
ら
ぎ
・
交
流
③
地
域
に
お
け
る
生
活
構
造
２
）
家
族
①
家
族
の
概
念
　
　
　
　
　
②
家
族
の
変
容
③
家
族
の
構
造
や
形
態
　
　
④
家
族
の
機
能
・
役
割
⑤
家
族
観
の
多
様
化
２
．
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
制
度
や
施
策
（
生
活
支
援
）
３
）
地
域
共
生
社
会
①
地
域
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
概
念
②
都
市
化
と
地
域
社
会
　
　
　
③
過
疎
化
と
地
域
社
会
④
地
域
社
会
の
集
団
・
組
織
４
）
社
会
と
組
織
①
社
会
、
組
織
の
概
念
②
社
会
、
組
織
の
機
能
・
役
割
③
グ
ル
ー
プ
支
援
と
組
織
化
　
④
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
⑤
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
５
）
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
①
女
性
労
働
の
変
化
、
雇
用
形
態
の
変
化
②
少
子
化
、
健
康
寿
命
の
延
長
　
　
　
③
余
暇
時
間
④
生
涯
学
習
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
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17
?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　「
人
間
」
の
理
解
を
基
礎
と
し
て
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
の
保
持
と
自
立
・
自
律
し
た
生
活
を
支
え
る
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
さ
ら
に
、
介
護
福
祉
の
倫
理
的
課
題
へ
の
対
応
能
力
の
基
礎
を
養
う
。
　「
人
間
の
尊
厳
」
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、「
尊
厳
」
の
内
容
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
介
護
を
受
け
る
人
の
尊
厳
を
守
る
こ
と
の
意
義
や
、
配
慮
す
べ
き
こ
と
を
同
じ
人
と
し
て
理
解
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
人
間
の
多
面
的
理
解
を
促
し
、
自
立
・
自
律
し
た
生
活
を
支
え
る
必
要
性
や
生
活
モ
デ
ル
を
基
盤
と
し
た
生
活
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
展
開
し
て
い
く
。
１
．
人
間
の
尊
厳
と
人
権
・
福
祉
理
念
１
）
人
権
と
尊
厳
①
人
権
思
想
・
福
祉
理
念
の
歴
史
的
変
遷
②
人
間
の
尊
厳
・
人
権
尊
重
③
権
利
擁
護
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
２
．
介
護
に
お
け
る
自
立
・
自
律
の
概
念
１
）
自
立
と
尊
厳
①
「
人
間
」
の
多
面
的
理
解
②
人
間
の
尊
厳
・
自
己
決
定
・
自
己
選
択
・
意
思
決
定
③
自
立
・
自
律
の
概
念
④
利
用
者
主
体
３
．
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
１
）
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
と
実
現
４
．
Q
O
L
①
Q
O
L
の
考
え
方
②
生
命
倫
理
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
対
人
援
助
に
必
要
な
人
間
の
関
係
性
を
理
解
し
、
関
係
形
成
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
。
　
利
用
者
本
位
や
自
立
支
援
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
利
用
者
の
こ
と
を
的
確
に
理
解
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
障
害
等
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
支
障
が
あ
る
利
用
者
と
も
意
思
疎
通
し
て
、
伝
え
る
能
力
だ
け
で
な
く
、
聞
き
取
る
能
力
や
思
い
を
受
け
止
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
養
う
。
１
．
人
間
関
係
の
形
成
過
程
１
）
人
間
関
係
と
心
理
①
自
己
覚
知
、
他
者
理
解
、
ラ
ポ
ー
ル
②
人
間
関
係
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
２
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
１
）
対
人
関
係
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
①
対
人
関
係
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
②
対
人
関
係
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
概
要
２
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
環
境
３
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
法
①
対
人
距
離
（
物
理
的
・
心
理
的
距
離
）
②
言
語
的
・
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
③
受
容
・
共
感
・
傾
聴
的
態
度
４
）
道
具
を
用
い
た
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
①
機
器
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
②
記
述
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
対
人
援
助
に
必
要
な
人
間
の
関
係
性
を
理
解
し
、
関
係
形
成
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
。
　
介
護
の
質
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
、
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
的
な
知
識
を
理
解
し
、
チ
ー
ム
で
働
く
た
め
の
能
力
を
養
う
。
１
．
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
１
）
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
特
性
と
求
め
ら
れ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
２
）
チ
ー
ム
運
営
の
基
本
・
チ
ー
ム
機
能
と
構
成
３
）
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
中
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
４
）
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
法
５
）
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
の
役
割
６
）
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
７
）
組
織
の
構
造
と
運
営
管
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
８
）
人
材
育
成
や
活
用
等
の
人
材
管
理
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
個
人
が
自
立
し
た
生
活
を
営
む
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
、
個
人
、
家
族
、
近
隣
、
地
域
、
集
団
、
社
会
の
単
位
で
人
間
を
捉
え
る
視
点
を
養
い
、
個
人
の
暮
ら
し
と
生
活
と
社
会
の
関
係
性
を
社
会
福
祉
と
の
関
連
で
捉
え
、
そ
の
意
義
と
理
念
を
理
解
し
て
い
く
。
　
ま
た
対
象
者
の
生
活
の
場
と
し
て
の
地
域
と
い
う
観
点
か
ら
、
地
域
共
生
社
会
や
地
域
包
括
ケ
ア
の
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
。
　
さ
ら
に
、
日
本
の
社
会
保
障
の
基
本
的
な
考
え
方
、
仕
組
み
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
　
介
護
実
践
に
必
要
な
知
識
と
し
て
、
わ
が
国
の
社
会
保
障
の
基
本
的
な
考
え
方
（
社
会
保
障
の
意
義
、
社
会
保
障
が
私
た
ち
の
生
活
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
く
る
の
か
）、
歴
史
と
変
遷
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
　
つ
ま
り
、
人
の
誕
生
か
ら
保
障
さ
れ
る
母
子
保
健
、
医
療
保
険
を
は
じ
め
、
介
護
福
祉
士
と
し
て
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め
に
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
観
点
か
ら
の
社
会
保
障
の
し
く
み
を
押
さ
え
て
い
く
。
　
そ
の
上
で
社
会
保
障
の
基
本
と
な
る
年
金
制
度
や
医
療
保
険
制
度
、
労
災
保
険
、
生
活
保
護
制
度
、
雇
用
保
険
制
度
等
が
、
児
童
期
・
障
害
児
（
者
）・
高
齢
者
等
の
個
々
人
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
な
ど
、
生
活
実
感
と
し
て
理
解
し
て
い
く
。
１
．
個
人
・
家
族
・
地
域
・
社
会
の
し
く
み
１
）
家
庭
生
活
の
基
本
的
機
能
①
生
活
の
概
念
・
生
活
様
式
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
②
生
産
・
労
働
、
教
育
・
養
育
、
保
健
・
福
祉
、
生
殖
、
安
ら
ぎ
・
交
流
③
地
域
に
お
け
る
生
活
構
造
２
）
家
族
①
家
族
の
概
念
　
　
　
　
　
②
家
族
の
変
容
③
家
族
の
構
造
や
形
態
　
　
④
家
族
の
機
能
・
役
割
⑤
家
族
観
の
多
様
化
２
．
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
制
度
や
施
策
（
生
活
支
援
）
３
）
地
域
共
生
社
会
①
地
域
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
概
念
②
都
市
化
と
地
域
社
会
　
　
　
③
過
疎
化
と
地
域
社
会
④
地
域
社
会
の
集
団
・
組
織
４
）
社
会
と
組
織
①
社
会
、
組
織
の
概
念
②
社
会
、
組
織
の
機
能
・
役
割
③
グ
ル
ー
プ
支
援
と
組
織
化
　
④
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
⑤
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
５
）
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
①
女
性
労
働
の
変
化
、
雇
用
形
態
の
変
化
②
少
子
化
、
健
康
寿
命
の
延
長
　
　
　
③
余
暇
時
間
④
生
涯
学
習
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
６
）
社
会
構
造
の
変
容
①
産
業
化
・
都
市
化
　
　
　
②
地
域
社
会
の
変
化
７
）
生
活
支
援
と
福
祉
①
生
活
の
概
念
　
　
　
②
福
祉
の
考
え
方
と
そ
の
変
遷
③
自
助
、
互
助
、
共
助
、
公
助
３
．
社
会
保
障
制
度
１
）
社
会
保
障
の
基
本
的
な
考
え
方
①
社
会
保
障
の
概
念
と
理
念
②
社
会
保
障
の
役
割
と
意
義
２
）
日
本
の
社
会
保
障
制
度
の
発
達
①
日
本
の
社
会
保
障
制
度
の
基
本
的
な
考
え
方
、
日
本
国
憲
法
と
の
関
係
②
戦
後
の
緊
急
援
護
と
社
会
保
障
の
基
盤
整
備
③
国
民
皆
保
険
、
国
民
皆
年
金
　
　
　
④
社
会
福
祉
法
⑤
社
会
保
障
費
用
の
適
正
化
・
効
率
化
⑥
地
方
分
権
　
　
　
　
⑦
地
域
福
祉
の
充
実
⑧
社
会
保
障
構
造
改
革
３
）
日
本
の
社
会
保
障
制
度
の
し
く
み
の
基
礎
的
理
解
①
社
会
保
障
の
財
源
　
　
　
②
社
会
保
険
、
社
会
扶
助
③
公
的
保
険
制
度
、
民
間
保
険
制
度
④
社
会
保
障
の
現
状
と
課
題
４
）
現
代
社
会
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
①
人
口
動
態
の
変
化
、
少
子
高
齢
化
②
社
会
保
障
の
給
付
と
負
担
③
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
日
本
の
社
会
保
障
制
度
の
基
本
的
な
考
え
方
、
し
く
み
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
　
高
齢
者
福
祉
、
障
害
者
福
祉
及
び
権
利
擁
護
等
の
制
度
、
施
策
に
つ
い
て
介
護
実
践
に
必
要
な
観
点
か
ら
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
。
１
．
高
齢
者
福
祉
と
介
護
保
険
制
度
１
）
介
護
保
険
制
度
創
設
の
背
景
と
目
的
２
）
介
護
保
険
制
度
の
動
向
①
介
護
保
険
制
度
改
革
３
）
介
護
保
険
制
度
の
し
く
み
の
基
礎
的
理
解
①
介
護
保
険
の
保
険
者
と
被
保
険
者
②
介
護
保
険
の
保
険
給
付
と
利
用
者
負
担
　
特
に
、
諸
制
度
の
基
本
的
視
点
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
く
。
ま
た
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
の
中
で
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
く
。
　
介
護
実
践
に
必
要
と
さ
れ
る
観
点
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
や
成
年
後
見
制
度
な
ど
の
基
礎
的
知
識
を
習
得
す
る
。
　
人
の
権
利
を
守
る
も
の
、
中
で
も
日
常
的
な
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
施
策
が
、
自
立
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
社
会
的
な
制
度
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
　
さ
ら
に
、
わ
が
国
の
医
療
保
険
制
度
や
生
活
習
慣
病
予
防
等
の
健
康
づ
く
り
施
策
、
介
護
と
密
接
に
関
連
す
る
医
療
関
係
者
と
の
連
携
に
必
要
な
法
規
な
ど
、
介
護
を
実
践
し
て
い
く
上
で
必
要
な
基
礎
知
識
を
学
ん
で
い
く
。
③
受
給
権
者
（
要
介
護
者
、
要
支
援
者
、
介
護
保
険
法
で
定
め
る
特
定
疾
病
④
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
の
流
れ
⑤
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
種
類
・
内
容
⑥
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
⑦
介
護
予
防
の
概
念
４
）
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
組
織
・
団
体
の
役
割
①
国
の
役
割
　
②
都
道
府
県
の
役
割
③
市
町
村
の
役
割
　
④
指
定
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
役
割
⑤
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
役
割
５
）
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
専
門
職
の
役
割
①
介
護
支
援
専
門
員
の
役
割
②
関
連
専
門
職
種
の
役
割
２
．
障
害
者
福
祉
と
障
害
者
保
健
福
祉
制
度
１
）
障
害
者
総
合
支
援
法
の
背
景
と
目
的
①
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
と
障
害
者
施
策
②
障
害
者
基
本
計
画
、
新
障
害
者
プ
ラ
ン
③
支
援
費
制
度
　
　
④
障
害
者
自
立
支
援
法
の
目
的
２
）
障
害
者
自
立
支
援
制
度
の
し
く
み
の
基
礎
的
理
解
①
自
立
支
援
給
付
と
利
用
者
負
担
②
障
害
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
事
業
者
及
び
施
設
③
障
害
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
専
門
職
の
役
割
④
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
流
れ
⑤
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
・
内
容
３
）
障
害
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
組
織
、
団
体
の
機
能
と
役
割
①
国
の
役
割
　
　
　
②
都
道
府
県
の
役
割
③
市
町
村
の
役
割
　
④
指
定
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
役
割
⑤
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
役
割
３
．
介
護
実
践
に
関
連
す
る
諸
制
度
１
）
個
人
の
権
利
を
守
る
制
度
の
概
要
①
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
制
度
②
成
年
後
見
制
度
③
社
会
福
祉
法
に
お
け
る
権
利
擁
護
の
し
く
み
④
消
費
者
保
護
法
　
　
　
⑤
高
齢
者
虐
待
防
止
法
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
６
）
社
会
構
造
の
変
容
①
産
業
化
・
都
市
化
　
　
　
②
地
域
社
会
の
変
化
７
）
生
活
支
援
と
福
祉
①
生
活
の
概
念
　
　
　
②
福
祉
の
考
え
方
と
そ
の
変
遷
③
自
助
、
互
助
、
共
助
、
公
助
３
．
社
会
保
障
制
度
１
）
社
会
保
障
の
基
本
的
な
考
え
方
①
社
会
保
障
の
概
念
と
理
念
②
社
会
保
障
の
役
割
と
意
義
２
）
日
本
の
社
会
保
障
制
度
の
発
達
①
日
本
の
社
会
保
障
制
度
の
基
本
的
な
考
え
方
、
日
本
国
憲
法
と
の
関
係
②
戦
後
の
緊
急
援
護
と
社
会
保
障
の
基
盤
整
備
③
国
民
皆
保
険
、
国
民
皆
年
金
　
　
　
④
社
会
福
祉
法
⑤
社
会
保
障
費
用
の
適
正
化
・
効
率
化
⑥
地
方
分
権
　
　
　
　
⑦
地
域
福
祉
の
充
実
⑧
社
会
保
障
構
造
改
革
３
）
日
本
の
社
会
保
障
制
度
の
し
く
み
の
基
礎
的
理
解
①
社
会
保
障
の
財
源
　
　
　
②
社
会
保
険
、
社
会
扶
助
③
公
的
保
険
制
度
、
民
間
保
険
制
度
④
社
会
保
障
の
現
状
と
課
題
４
）
現
代
社
会
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
①
人
口
動
態
の
変
化
、
少
子
高
齢
化
②
社
会
保
障
の
給
付
と
負
担
③
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
日
本
の
社
会
保
障
制
度
の
基
本
的
な
考
え
方
、
し
く
み
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
　
高
齢
者
福
祉
、
障
害
者
福
祉
及
び
権
利
擁
護
等
の
制
度
、
施
策
に
つ
い
て
介
護
実
践
に
必
要
な
観
点
か
ら
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
。
１
．
高
齢
者
福
祉
と
介
護
保
険
制
度
１
）
介
護
保
険
制
度
創
設
の
背
景
と
目
的
２
）
介
護
保
険
制
度
の
動
向
①
介
護
保
険
制
度
改
革
３
）
介
護
保
険
制
度
の
し
く
み
の
基
礎
的
理
解
①
介
護
保
険
の
保
険
者
と
被
保
険
者
②
介
護
保
険
の
保
険
給
付
と
利
用
者
負
担
　
特
に
、
諸
制
度
の
基
本
的
視
点
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
く
。
ま
た
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
の
中
で
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
く
。
　
介
護
実
践
に
必
要
と
さ
れ
る
観
点
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
や
成
年
後
見
制
度
な
ど
の
基
礎
的
知
識
を
習
得
す
る
。
　
人
の
権
利
を
守
る
も
の
、
中
で
も
日
常
的
な
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
施
策
が
、
自
立
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
社
会
的
な
制
度
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
　
さ
ら
に
、
わ
が
国
の
医
療
保
険
制
度
や
生
活
習
慣
病
予
防
等
の
健
康
づ
く
り
施
策
、
介
護
と
密
接
に
関
連
す
る
医
療
関
係
者
と
の
連
携
に
必
要
な
法
規
な
ど
、
介
護
を
実
践
し
て
い
く
上
で
必
要
な
基
礎
知
識
を
学
ん
で
い
く
。
③
受
給
権
者
（
要
介
護
者
、
要
支
援
者
、
介
護
保
険
法
で
定
め
る
特
定
疾
病
④
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
の
流
れ
⑤
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
種
類
・
内
容
⑥
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
⑦
介
護
予
防
の
概
念
４
）
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
組
織
・
団
体
の
役
割
①
国
の
役
割
　
②
都
道
府
県
の
役
割
③
市
町
村
の
役
割
　
④
指
定
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
役
割
⑤
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
役
割
５
）
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
専
門
職
の
役
割
①
介
護
支
援
専
門
員
の
役
割
②
関
連
専
門
職
種
の
役
割
２
．
障
害
者
福
祉
と
障
害
者
保
健
福
祉
制
度
１
）
障
害
者
総
合
支
援
法
の
背
景
と
目
的
①
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
と
障
害
者
施
策
②
障
害
者
基
本
計
画
、
新
障
害
者
プ
ラ
ン
③
支
援
費
制
度
　
　
④
障
害
者
自
立
支
援
法
の
目
的
２
）
障
害
者
自
立
支
援
制
度
の
し
く
み
の
基
礎
的
理
解
①
自
立
支
援
給
付
と
利
用
者
負
担
②
障
害
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
事
業
者
及
び
施
設
③
障
害
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
専
門
職
の
役
割
④
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
流
れ
⑤
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
・
内
容
３
）
障
害
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
組
織
、
団
体
の
機
能
と
役
割
①
国
の
役
割
　
　
　
②
都
道
府
県
の
役
割
③
市
町
村
の
役
割
　
④
指
定
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
役
割
⑤
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
役
割
３
．
介
護
実
践
に
関
連
す
る
諸
制
度
１
）
個
人
の
権
利
を
守
る
制
度
の
概
要
①
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
制
度
②
成
年
後
見
制
度
③
社
会
福
祉
法
に
お
け
る
権
利
擁
護
の
し
く
み
④
消
費
者
保
護
法
　
　
　
⑤
高
齢
者
虐
待
防
止
法
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
２
）
保
健
医
療
福
祉
に
関
す
る
施
策
の
概
要
①
高
齢
者
保
健
医
療
制
度
②
生
活
習
慣
病
予
防
そ
の
他
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
施
策
　
③
結
核
・
感
染
症
対
策
　
④
難
病
対
策
⑤
H
IV
／
エ
イ
ズ
予
防
対
策
３
）
介
護
と
関
連
領
域
と
の
連
携
に
必
要
な
法
規
①
医
療
関
係
者
に
関
す
る
法
規
②
医
療
関
係
施
設
に
関
す
る
法
規
４
）
生
活
保
護
制
度
の
概
要
①
生
活
扶
助
、
介
護
扶
助
Ⅱ
　「
介
護
」
の
領
域
１
）
介
護
の
基
本
?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
４
（
60
）
　
介
護
福
祉
の
基
本
と
な
る
理
念
や
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
生
活
の
継
続
性
を
支
援
す
る
た
め
の
し
く
み
を
理
解
し
、
介
護
福
祉
の
専
門
職
と
し
て
の
能
力
と
態
度
を
養
う
。
　
介
護
の
意
義
・
役
割
及
び
介
護
福
祉
士
の
倫
理
と
専
門
性
に
つ
い
て
、
介
護
の
歴
史
や
関
連
法
規
を
通
し
て
理
解
す
る
。
ま
た
、
介
護
福
祉
の
基
本
理
念
及
び
介
護
実
践
の
基
本
的
姿
勢
に
つ
い
て
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
IC
F
の
考
え
方
を
通
し
て
理
解
す
る
。
１
．
介
護
福
祉
の
基
本
と
な
る
理
念
１
）
介
護
福
祉
を
取
り
巻
く
状
況
①
少
子
高
齢
化
、
家
族
機
能
の
変
化
、
介
護
の
社
会
化
、
高
齢
者
虐
待
②
複
雑
化
・
多
様
化
・
高
度
化
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
２
）
介
護
福
祉
の
基
本
理
念
３
）
尊
厳
の
保
持
と
Q
O
L
①
Q
O
L
の
考
え
方
４
）
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
①
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
②
尊
厳
と
基
本
的
人
権
の
尊
重
５
）
利
用
者
主
体
・
自
立
①
利
用
者
主
体
の
考
え
方
、
利
用
者
主
体
の
実
現
②
自
立
２
．
介
護
福
祉
士
の
役
割
と
機
能
１
）
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
①
介
護
福
祉
士
の
定
義
　
　
②
介
護
福
祉
士
の
義
務
③
名
称
独
占
と
業
務
独
占
　
④
養
成
制
度
、
登
録
状
況
２
）
介
護
の
専
門
性
３
）
専
門
職
能
団
体
の
活
動
①
専
門
職
集
団
と
し
て
の
役
割
、
機
能
３
．
介
護
福
祉
士
の
倫
理
１
）
職
業
倫
理
①
介
護
専
門
職
と
し
て
の
倫
理
②
介
護
実
践
の
場
で
求
め
ら
れ
る
倫
理
２
）
利
用
者
の
人
権
と
介
護
①
身
体
拘
束
禁
止
、
高
齢
者
虐
待
、
児
童
虐
待
３
）
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
①
個
人
情
報
保
護
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
介
護
福
祉
の
基
本
と
な
る
理
念
や
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
生
活
の
継
続
性
を
支
援
す
る
た
め
の
し
く
み
を
理
解
し
、
介
護
福
祉
の
専
門
職
と
し
て
の
能
力
と
態
度
を
養
う
。
　
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
個
別
性
や
多
様
性
、
複
雑
性
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
生
き
る
意
欲
を
引
き
出
す
生
活
環
境
や
人
間
関
係
の
あ
り
方
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
や
必
要
性
を
理
解
す
る
。
　
さ
ら
に
、
自
立
支
援
を
目
指
す
た
め
に
必
要
な
IC
F
の
視
点
、
介
護
予
防
の
基
本
的
知
識
を
習
得
す
る
。
ま
た
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
を
「
生
活
す
る
人
」
と
し
て
受
け
と
め
、
一
人
ひ
と
り
の
高
齢
者
・
障
害
者
の
個
別
性
や
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
方
法
を
理
解
す
る
。
１
．
自
立
に
向
け
た
介
護
１
）
自
立
支
援
①
自
立
・
自
律
の
考
え
方
、
自
己
決
定
・
自
己
選
択
、
自
立
支
援
の
考
え
方
、
自
立
支
援
の
具
体
的
方
法
（
環
境
整
備
・
介
護
予
防
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
）
②
生
活
意
欲
と
活
動
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
）
２
）
個
別
ケ
ア
①
個
別
ケ
ア
の
考
え
方
、
個
別
ケ
ア
の
具
体
的
展
開
３
）
IC
F
①
IC
F
の
考
え
方
②
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
４
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
介
護
福
祉
①
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
及
び
方
法
②
介
護
予
防
③
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
と
の
連
携
?
?
?
?
?
?
４
（
60
）
　
介
護
福
祉
の
基
本
と
な
る
理
念
や
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
生
活
の
継
続
性
を
支
援
す
る
た
め
の
し
く
み
を
理
解
し
、
介
護
福
祉
の
専
門
職
と
し
て
の
能
力
と
態
度
を
養
う
。
　
介
護
の
実
践
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
を
「
生
活
す
る
人
」
と
し
て
受
け
と
め
、
一
人
ひ
と
り
の
高
齢
者
・
障
害
者
の
意
向
や
生
き
方
、
生
活
習
慣
な
ど
、「
そ
の
人
ら
し
さ
（
個
別
性
）」
を
大
切
に
す
る
視
点
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
１
．
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
理
解
１
）
高
齢
者
の
多
様
性
・
複
雑
性
の
理
解
①
そ
の
人
ら
し
さ
の
理
解
（
生
活
史
、
価
値
観
、
生
活
感
、
生
活
習
慣
、
生
活
様
式
等
の
多
様
性
）
②
生
き
が
い
と
社
会
参
加
２
）
障
害
の
あ
る
人
の
多
様
性
・
複
雑
性
の
理
解
①
そ
の
人
ら
し
さ
の
理
解
（
生
活
史
、
価
値
観
、
生
活
感
、
生
活
習
慣
、
生
活
様
式
等
の
多
様
性
）
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
４
（
60
）
　
介
護
福
祉
の
基
本
と
な
る
理
念
や
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
生
活
の
継
続
性
を
支
援
す
る
た
め
の
し
く
み
を
理
解
し
、
介
護
福
祉
の
専
門
職
と
し
て
の
能
力
と
態
度
を
養
う
。
　
介
護
の
意
義
・
役
割
及
び
介
護
福
祉
士
の
倫
理
と
専
門
性
に
つ
い
て
、
介
護
の
歴
史
や
関
連
法
規
を
通
し
て
理
解
す
る
。
ま
た
、
介
護
福
祉
の
基
本
理
念
及
び
介
護
実
践
の
基
本
的
姿
勢
に
つ
い
て
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
IC
F
の
考
え
方
を
通
し
て
理
解
す
る
。
１
．
介
護
福
祉
の
基
本
と
な
る
理
念
１
）
介
護
福
祉
を
取
り
巻
く
状
況
①
少
子
高
齢
化
、
家
族
機
能
の
変
化
、
介
護
の
社
会
化
、
高
齢
者
虐
待
②
複
雑
化
・
多
様
化
・
高
度
化
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
２
）
介
護
福
祉
の
基
本
理
念
３
）
尊
厳
の
保
持
と
Q
O
L
①
Q
O
L
の
考
え
方
４
）
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
①
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
②
尊
厳
と
基
本
的
人
権
の
尊
重
５
）
利
用
者
主
体
・
自
立
①
利
用
者
主
体
の
考
え
方
、
利
用
者
主
体
の
実
現
②
自
立
２
．
介
護
福
祉
士
の
役
割
と
機
能
１
）
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
①
介
護
福
祉
士
の
定
義
　
　
②
介
護
福
祉
士
の
義
務
③
名
称
独
占
と
業
務
独
占
　
④
養
成
制
度
、
登
録
状
況
２
）
介
護
の
専
門
性
３
）
専
門
職
能
団
体
の
活
動
①
専
門
職
集
団
と
し
て
の
役
割
、
機
能
３
．
介
護
福
祉
士
の
倫
理
１
）
職
業
倫
理
①
介
護
専
門
職
と
し
て
の
倫
理
②
介
護
実
践
の
場
で
求
め
ら
れ
る
倫
理
２
）
利
用
者
の
人
権
と
介
護
①
身
体
拘
束
禁
止
、
高
齢
者
虐
待
、
児
童
虐
待
３
）
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
①
個
人
情
報
保
護
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
介
護
福
祉
の
基
本
と
な
る
理
念
や
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
生
活
の
継
続
性
を
支
援
す
る
た
め
の
し
く
み
を
理
解
し
、
介
護
福
祉
の
専
門
職
と
し
て
の
能
力
と
態
度
を
養
う
。
　
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
個
別
性
や
多
様
性
、
複
雑
性
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
生
き
る
意
欲
を
引
き
出
す
生
活
環
境
や
人
間
関
係
の
あ
り
方
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
や
必
要
性
を
理
解
す
る
。
　
さ
ら
に
、
自
立
支
援
を
目
指
す
た
め
に
必
要
な
IC
F
の
視
点
、
介
護
予
防
の
基
本
的
知
識
を
習
得
す
る
。
ま
た
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
を
「
生
活
す
る
人
」
と
し
て
受
け
と
め
、
一
人
ひ
と
り
の
高
齢
者
・
障
害
者
の
個
別
性
や
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
方
法
を
理
解
す
る
。
１
．
自
立
に
向
け
た
介
護
１
）
自
立
支
援
①
自
立
・
自
律
の
考
え
方
、
自
己
決
定
・
自
己
選
択
、
自
立
支
援
の
考
え
方
、
自
立
支
援
の
具
体
的
方
法
（
環
境
整
備
・
介
護
予
防
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
）
②
生
活
意
欲
と
活
動
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
）
２
）
個
別
ケ
ア
①
個
別
ケ
ア
の
考
え
方
、
個
別
ケ
ア
の
具
体
的
展
開
３
）
IC
F
①
IC
F
の
考
え
方
②
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
４
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
介
護
福
祉
①
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
及
び
方
法
②
介
護
予
防
③
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
と
の
連
携
?
?
?
?
?
?
４
（
60
）
　
介
護
福
祉
の
基
本
と
な
る
理
念
や
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
生
活
の
継
続
性
を
支
援
す
る
た
め
の
し
く
み
を
理
解
し
、
介
護
福
祉
の
専
門
職
と
し
て
の
能
力
と
態
度
を
養
う
。
　
介
護
の
実
践
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
を
「
生
活
す
る
人
」
と
し
て
受
け
と
め
、
一
人
ひ
と
り
の
高
齢
者
・
障
害
者
の
意
向
や
生
き
方
、
生
活
習
慣
な
ど
、「
そ
の
人
ら
し
さ
（
個
別
性
）」
を
大
切
に
す
る
視
点
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
１
．
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
理
解
１
）
高
齢
者
の
多
様
性
・
複
雑
性
の
理
解
①
そ
の
人
ら
し
さ
の
理
解
（
生
活
史
、
価
値
観
、
生
活
感
、
生
活
習
慣
、
生
活
様
式
等
の
多
様
性
）
②
生
き
が
い
と
社
会
参
加
２
）
障
害
の
あ
る
人
の
多
様
性
・
複
雑
性
の
理
解
①
そ
の
人
ら
し
さ
の
理
解
（
生
活
史
、
価
値
観
、
生
活
感
、
生
活
習
慣
、
生
活
様
式
等
の
多
様
性
）
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
? 　
尊
厳
を
守
る
介
護
、
自
立
に
向
け
た
介
護
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
高
齢
者
・
障
害
者
介
護
に
つ
い
て
生
活
の
観
点
か
ら
捉
え
て
い
く
。
２
．
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
生
活
を
支
え
る
し
く
み
１
）
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
の
く
ら
し
の
実
際
①
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
ニ
ー
ズ
②
生
活
を
支
え
る
基
盤
（
フ
ォ
ー
マ
ル
・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
支
援
）
２
）
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
環
境
の
理
解
①
生
活
の
多
様
性
と
社
会
と
の
か
か
わ
り
②
家
族
　
　
　
　
③
地
域
　
　
　
　
④
社
会
３
）
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
場
の
特
性
①
居
宅
　
　
　
　
②
施
設
③
ケ
ア
プ
ラ
ン
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
流
れ
と
し
く
み
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
介
護
福
祉
の
基
本
と
な
る
理
念
や
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
生
活
の
継
続
性
を
支
援
す
る
た
め
の
し
く
み
を
理
解
し
、
介
護
福
祉
の
専
門
職
と
し
て
の
能
力
と
態
度
を
養
う
。
１
．
協
働
す
る
多
職
種
の
機
能
と
役
割
１
）
多
職
種
連
携
（
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
）
①
多
職
種
協
働
に
お
け
る
連
携
の
意
義
と
目
的
②
他
の
福
祉
職
種
の
機
能
と
役
割
、
専
門
性
③
保
健
医
療
職
種
の
機
能
と
役
割
、
専
門
性
④
そ
の
他
の
関
連
職
種
と
の
連
携
２
）
地
域
連
携
①
地
域
連
携
の
意
義
と
目
的
②
地
域
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
と
役
割
、
連
携
③
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
役
割
、
連
携
④
市
町
村
、
都
道
府
県
の
機
能
と
役
割
、
連
携
２
．
介
護
に
お
け
る
安
全
の
確
保
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
１
）
介
護
に
お
け
る
安
全
の
確
保
①
観
察
　
　
②
正
確
な
技
術
　
　
③
予
測
、
分
析
２
）
事
故
防
止
、
安
全
対
策
①
セ
ー
フ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
②
緊
急
連
絡
シ
ス
テ
ム
③
転
倒
、
転
倒
防
止
、
骨
折
予
防
④
防
火
・
防
災
対
策
⑤
利
用
者
の
生
活
の
安
全
（
鍵
の
閉
め
忘
れ
、
消
費
者
被
害
等
）
３
．
介
護
従
事
者
の
安
全
１
）
介
護
従
事
者
の
心
身
の
健
康
管
理
①
心
の
健
康
管
理
（
ス
ト
レ
ス
、
燃
え
尽
き
症
候
群
）
②
身
体
の
健
康
管
理
（
感
染
予
防
と
対
策
、
腰
痛
予
防
と
対
策
）
③
労
働
環
境
の
管
理
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
? 　
尊
厳
を
守
る
介
護
、
自
立
に
向
け
た
介
護
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
高
齢
者
・
障
害
者
介
護
に
つ
い
て
生
活
の
観
点
か
ら
捉
え
て
い
く
。
２
．
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
生
活
を
支
え
る
し
く
み
１
）
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
の
く
ら
し
の
実
際
①
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
ニ
ー
ズ
②
生
活
を
支
え
る
基
盤
（
フ
ォ
ー
マ
ル
・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
支
援
）
２
）
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
環
境
の
理
解
①
生
活
の
多
様
性
と
社
会
と
の
か
か
わ
り
②
家
族
　
　
　
　
③
地
域
　
　
　
　
④
社
会
３
）
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
場
の
特
性
①
居
宅
　
　
　
　
②
施
設
③
ケ
ア
プ
ラ
ン
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
流
れ
と
し
く
み
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
介
護
福
祉
の
基
本
と
な
る
理
念
や
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
生
活
の
継
続
性
を
支
援
す
る
た
め
の
し
く
み
を
理
解
し
、
介
護
福
祉
の
専
門
職
と
し
て
の
能
力
と
態
度
を
養
う
。
１
．
協
働
す
る
多
職
種
の
機
能
と
役
割
１
）
多
職
種
連
携
（
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
）
①
多
職
種
協
働
に
お
け
る
連
携
の
意
義
と
目
的
②
他
の
福
祉
職
種
の
機
能
と
役
割
、
専
門
性
③
保
健
医
療
職
種
の
機
能
と
役
割
、
専
門
性
④
そ
の
他
の
関
連
職
種
と
の
連
携
２
）
地
域
連
携
①
地
域
連
携
の
意
義
と
目
的
②
地
域
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
と
役
割
、
連
携
③
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
役
割
、
連
携
④
市
町
村
、
都
道
府
県
の
機
能
と
役
割
、
連
携
２
．
介
護
に
お
け
る
安
全
の
確
保
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
１
）
介
護
に
お
け
る
安
全
の
確
保
①
観
察
　
　
②
正
確
な
技
術
　
　
③
予
測
、
分
析
２
）
事
故
防
止
、
安
全
対
策
①
セ
ー
フ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
②
緊
急
連
絡
シ
ス
テ
ム
③
転
倒
、
転
倒
防
止
、
骨
折
予
防
④
防
火
・
防
災
対
策
⑤
利
用
者
の
生
活
の
安
全
（
鍵
の
閉
め
忘
れ
、
消
費
者
被
害
等
）
３
．
介
護
従
事
者
の
安
全
１
）
介
護
従
事
者
の
心
身
の
健
康
管
理
①
心
の
健
康
管
理
（
ス
ト
レ
ス
、
燃
え
尽
き
症
候
群
）
②
身
体
の
健
康
管
理
（
感
染
予
防
と
対
策
、
腰
痛
予
防
と
対
策
）
③
労
働
環
境
の
管
理
２
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
１
（
30
）
　
対
象
者
と
の
支
援
関
係
の
構
築
や
チ
ー
ム
ケ
ア
を
実
践
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
や
技
法
を
学
び
、
介
護
実
践
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
。
　
介
護
を
必
要
と
す
る
者
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
介
護
現
場
で
必
要
と
さ
れ
る
人
間
関
係
形
成
の
た
め
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
」
を
理
解
す
る
。
さ
ら
に
、
援
助
的
関
係
の
あ
り
方
、
利
用
者
や
利
用
者
家
族
に
対
す
る
援
助
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る
。
ま
た
、
利
用
者
に
関
わ
る
人
た
ち
と
利
用
者
と
の
関
係
調
整
能
力
を
習
得
す
る
。
１
．
介
護
を
必
要
と
す
る
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
１
）
利
用
者
と
の
支
援
関
係
の
構
築
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
①
話
を
聴
く
技
法
②
対
象
者
の
感
情
表
現
を
察
す
る
技
法
（
気
づ
き
、
洞
察
力
）　
　
　
　
　
　
③
納
得
と
同
意
を
得
る
技
法
④
相
談
、
助
言
、
指
導
　
　
⑤
意
欲
を
引
き
出
す
技
法
⑥
意
志
決
定
の
支
援
２
）
本
人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
の
理
解
２
．
介
護
に
お
け
る
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
１
）
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
①
話
を
聴
く
技
法
②
家
族
の
感
情
表
現
を
察
す
る
技
法
（
気
づ
き
、洞
察
力
）
③
納
得
と
同
意
を
得
る
技
法
　
④
相
談
、
助
言
、
指
導
⑤
家
族
へ
の
支
援
⑥
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
２
）
家
族
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
・
場
面
の
理
解
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
１
（
30
）
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
の
あ
る
高
齢
者
や
障
害
者
を
理
解
す
る
視
点
を
学
び
、
障
害
の
程
度
や
種
別
に
よ
る
生
活
支
障
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
が
可
能
に
な
る
技
術
を
身
に
つ
け
る
。
１
．
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
１
）
対
象
者
の
障
害
の
状
況
・
状
態
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
の
実
際
①
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
②
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
③
認
知
・
知
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
　
一
方
、
チ
ー
ム
ケ
ア
や
他
職
種
と
の
連
携
等
に
お
い
て
も
、
文
書
（
記
録
、
報
告
書
な
ど
）
や
会
議
を
通
し
て
、
介
護
実
践
に
必
要
と
さ
れ
る
情
報
を
関
係
者
に
伝
達
す
る
技
術
、「
共
通
理
解
」
が
可
能
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
学
び
、
個
人
情
報
の
扱
い
方
や
情
報
の
共
有
、
管
理
の
仕
方
を
理
解
し
て
い
く
。
２
．
介
護
に
お
け
る
チ
ー
ム
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
１
）
情
報
共
有
化
の
意
義
・
目
的
①
報
告
の
意
義
、
目
的
②
報
告
・
連
絡
・
相
談
の
方
法
、
留
意
事
項
２
）
記
録
に
よ
る
情
報
の
共
有
化
①
介
護
に
お
け
る
記
録
の
意
義
、
目
的
②
介
護
に
関
す
る
記
録
の
種
類
③
記
録
の
方
法
、
留
意
点
④
記
録
の
管
理
　
　
　
　
⑤
介
護
記
録
の
共
有
化
⑥
情
報
通
信
技
術
（
IT
）
を
活
用
し
た
記
録
の
意
義
、
活
用
の
留
意
点
⑦
介
護
記
録
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
⑧
介
護
記
録
の
活
用
３
）
各
種
会
議
（
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）
に
よ
る
情
報
の
共
有
化
①
会
議
の
意
義
、
目
的
　
　
　
②
会
議
の
種
類
③
会
議
の
方
法
、
留
意
点
３
）
生
活
支
援
技
術
?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
３
（
90
）
　
尊
厳
の
保
持
や
自
立
支
援
、
生
活
の
豊
か
さ
の
観
点
か
ら
、本
人
主
体
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、根
拠
に
基
づ
い
た
介
護
実
践
を
行
う
た
め
の
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
　
移
動
動
作
、
食
事
動
作
、
排
泄
動
作
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
い
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
、
こ
れ
ら
を
根
拠
と
し
て
安
全
で
安
心
で
き
る
移
動
・
食
事
・
排
泄
の
介
護
技
術
を
習
得
す
る
。
１
．
自
立
に
向
け
た
生
活
環
境
整
備
１
）
生
活
環
境
整
備
の
意
義
２
）
衣
類
・
寝
具
の
衛
生
管
理
①
リ
ネ
ン
類
の
た
た
み
方
②
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
の
意
義
③
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
の
方
法
２
．
自
立
に
向
け
た
移
動
の
介
護
１
）
移
動
の
意
義
と
目
的
２
）
移
動
に
関
す
る
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
①
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
３
）
ボ
デ
ィ
メ
カ
ニ
ク
ス
の
理
解
４
）
安
全
で
気
兼
ね
な
く
動
け
る
こ
と
を
支
え
る
介
護
①
安
全
で
気
兼
ね
な
く
動
け
る
こ
と
を
支
え
る
介
護
の
工
夫
（
外
出
の
環
境
づ
く
り
、
社
会
参
加
、
余
暇
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
５
）
根
拠
に
基
づ
い
た
移
動
・
移
乗
動
作
の
介
助
①
安
楽
な
体
位
の
保
持
　
　
　
②
体
位
変
換
③
座
位
・
立
位
へ
の
移
動
　
　
④
車
い
す
へ
の
移
乗
⑤
歩
行
の
介
助
　
　
　
　
　
　
⑥
車
椅
子
の
介
助
６
）
利
用
者
の
状
態
・
状
況
に
応
じ
た
移
動
の
介
助
の
留
意
点
①
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
②
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
③
認
知
・
知
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
留
意
点
７
）
他
の
職
種
の
役
割
と
協
働
３
．
自
立
に
向
け
た
食
事
の
介
護
１
）
食
事
の
意
義
と
目
的
２
）
食
事
に
関
す
る
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
①
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
３
）「
美
味
し
く
食
べ
る
」
こ
と
を
支
え
る
介
護
①
「
美
味
し
く
食
べ
る
」
こ
と
を
支
え
る
介
護
の
工
夫
（
食
事
を
楽
し
む
た
め
の
食
卓
の
環
境
づ
く
り
、
食
器
の
工
夫
、
献
立
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
工
夫
）
４
）
根
拠
に
基
づ
い
た
食
事
介
助
の
技
法
５
）
利
用
者
の
状
態
・
状
況
に
応
じ
た
介
助
の
留
意
点
①
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
②
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
③
認
知
・
知
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
留
意
点
④
誤
嚥
・
窒
息
の
防
止
の
た
め
の
日
常
生
活
の
留
意
点
⑤
脱
水
の
予
防
の
た
め
の
日
常
生
活
の
留
意
点
６
）
他
の
職
種
の
役
割
と
協
働
４
．
自
立
に
向
け
た
排
泄
の
介
護
１
）
排
泄
の
意
義
・
目
的
２
）
排
泄
に
関
す
る
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
①
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
— 24 —
淑徳大学短期大学部研究紀要第59号（2019. 2）
25
?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
３
（
90
）
　
尊
厳
の
保
持
や
自
立
支
援
、
生
活
の
豊
か
さ
の
観
点
か
ら
、本
人
主
体
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、根
拠
に
基
づ
い
た
介
護
実
践
を
行
う
た
め
の
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
　
移
動
動
作
、
食
事
動
作
、
排
泄
動
作
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
い
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
、
こ
れ
ら
を
根
拠
と
し
て
安
全
で
安
心
で
き
る
移
動
・
食
事
・
排
泄
の
介
護
技
術
を
習
得
す
る
。
１
．
自
立
に
向
け
た
生
活
環
境
整
備
１
）
生
活
環
境
整
備
の
意
義
２
）
衣
類
・
寝
具
の
衛
生
管
理
①
リ
ネ
ン
類
の
た
た
み
方
②
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
の
意
義
③
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
の
方
法
２
．
自
立
に
向
け
た
移
動
の
介
護
１
）
移
動
の
意
義
と
目
的
２
）
移
動
に
関
す
る
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
①
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
３
）
ボ
デ
ィ
メ
カ
ニ
ク
ス
の
理
解
４
）
安
全
で
気
兼
ね
な
く
動
け
る
こ
と
を
支
え
る
介
護
①
安
全
で
気
兼
ね
な
く
動
け
る
こ
と
を
支
え
る
介
護
の
工
夫
（
外
出
の
環
境
づ
く
り
、
社
会
参
加
、
余
暇
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
５
）
根
拠
に
基
づ
い
た
移
動
・
移
乗
動
作
の
介
助
①
安
楽
な
体
位
の
保
持
　
　
　
②
体
位
変
換
③
座
位
・
立
位
へ
の
移
動
　
　
④
車
い
す
へ
の
移
乗
⑤
歩
行
の
介
助
　
　
　
　
　
　
⑥
車
椅
子
の
介
助
６
）
利
用
者
の
状
態
・
状
況
に
応
じ
た
移
動
の
介
助
の
留
意
点
①
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
②
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
③
認
知
・
知
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
留
意
点
７
）
他
の
職
種
の
役
割
と
協
働
３
．
自
立
に
向
け
た
食
事
の
介
護
１
）
食
事
の
意
義
と
目
的
２
）
食
事
に
関
す
る
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
①
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
３
）「
美
味
し
く
食
べ
る
」
こ
と
を
支
え
る
介
護
①
「
美
味
し
く
食
べ
る
」
こ
と
を
支
え
る
介
護
の
工
夫
（
食
事
を
楽
し
む
た
め
の
食
卓
の
環
境
づ
く
り
、
食
器
の
工
夫
、
献
立
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
工
夫
）
４
）
根
拠
に
基
づ
い
た
食
事
介
助
の
技
法
５
）
利
用
者
の
状
態
・
状
況
に
応
じ
た
介
助
の
留
意
点
①
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
②
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
③
認
知
・
知
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
留
意
点
④
誤
嚥
・
窒
息
の
防
止
の
た
め
の
日
常
生
活
の
留
意
点
⑤
脱
水
の
予
防
の
た
め
の
日
常
生
活
の
留
意
点
６
）
他
の
職
種
の
役
割
と
協
働
４
．
自
立
に
向
け
た
排
泄
の
介
護
１
）
排
泄
の
意
義
・
目
的
２
）
排
泄
に
関
す
る
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
①
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
３
）
爽
快
感
・
安
楽
を
支
え
る
排
泄
介
護
①
気
持
ち
よ
い
排
泄
を
支
え
る
介
護
の
工
夫
（
遠
慮
・
羞
恥
心
を
感
じ
さ
せ
な
い
配
慮
・
環
境
づ
く
り
）
②
爽
快
感
・
安
楽
を
支
え
る
介
護
の
工
夫
（
環
境
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
４
）
根
拠
に
基
づ
い
た
排
泄
の
介
助
の
技
法
①
お
む
つ
　
　
②
採
尿
器
・
差
し
込
み
便
器
③
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
　
　
④
ト
イ
レ
５
）
安
全
・
的
確
な
清
潔
保
持
の
介
助
の
技
法
①
陰
部
清
拭
　
　
　
②
陰
部
洗
浄
６
）
利
用
者
の
状
態
・
状
況
に
応
じ
た
介
助
の
留
意
点
①
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
②
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
③
認
知
・
知
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
留
意
点
④
便
秘
・
下
痢
の
予
防
の
た
め
の
日
常
生
活
の
留
意
点
⑤
尿
回
数
が
多
い
人
へ
の
日
常
生
活
の
留
意
点
⑥
失
禁
時
の
介
護
の
留
意
点
７
）
他
の
職
種
の
役
割
と
協
働
?
?
?
?
?
?
?
?
?
２
（
60
）
　
尊
厳
の
保
持
や
自
立
支
援
、
生
活
の
豊
か
さ
の
観
点
か
ら
、本
人
主
体
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、根
拠
に
基
づ
い
た
介
護
実
践
を
行
う
た
め
の
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
　
尊
厳
の
保
持
の
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
身
体
的
・
精
神
的
状
態
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
の
自
立
・
自
律
を
尊
重
し
、
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
た
り
、
見
守
る
こ
と
も
含
め
た
、
適
切
な
清
潔
（
入
浴
・
口
腔
ケ
ア
な
ど
）・
整
容
動
作
・
衣
服
着
脱
の
介
護
技
術
を
実
践
で
き
る
能
力
を
養
う
。
　
清
潔
動
作
、
着
脱
動
作
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
い
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
、こ
れ
ら
を
根
拠
と
し
て
安
全
で
安
心
で
き
る
清
潔
保
持
・
整
容
動
作
の
介
護
技
術
を
習
得
す
る
。
１
．
自
立
に
向
け
た
入
浴
・
清
潔
保
持
の
介
護
１
）
入
浴
の
意
義
と
目
的
２
）
入
浴
に
関
す
る
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
①
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
３
）
爽
快
感
・
安
楽
を
支
え
る
介
護
①
爽
快
感
・
安
楽
を
支
え
る
介
護
の
工
夫
（
入
浴
を
楽
し
む
環
境
づ
く
り
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
４
）
安
全
・
的
確
な
入
浴
・
清
潔
保
持
の
介
助
の
技
法
①
特
殊
浴
に
よ
る
入
浴
　
②
一
般
浴
に
よ
る
入
浴
③
シ
ャ
ワ
ー
浴
　
　
　
　
④
全
身
清
拭
⑤
足
浴
・
手
浴
　
　
　
　
⑥
洗
髪
５
）
利
用
者
の
状
態
・
状
況
に
応
じ
た
介
助
の
留
意
点
①
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
②
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
③
認
知
・
知
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
留
意
点
６
）
他
の
職
種
の
役
割
と
協
働
２
．
自
立
に
向
け
た
身
じ
た
く
の
介
護
１
）
身
じ
た
く
の
意
義
と
目
的
２
）
身
じ
た
く
に
関
す
る
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
①
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
３
）
生
活
習
慣
と
装
い
の
楽
し
み
を
支
え
る
介
護
①
生
活
習
慣
と
装
い
の
楽
し
み
を
支
え
る
介
護
の
工
夫
４
）
衣
服
着
脱
の
介
助
①
か
ぶ
り
上
衣
・
下
衣
（
座
位
・
臥
位
姿
勢
）
②
前
開
き
上
衣
・
下
衣
（
座
位
・
臥
位
姿
勢
）
５
）
整
容
行
動
、
衣
生
活
を
調
整
す
る
能
力
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
介
助
の
技
法
①
整
容
（
洗
面
、
整
髪
、
ひ
げ
の
手
入
れ
、
爪
、
化
粧
等
）
②
口
腔
の
清
潔
　
　
　
③
衣
服
着
脱
６
）
利
用
者
の
状
態
・
状
況
に
応
じ
た
身
支
度
介
助
の
留
意
点
①
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
②
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
③
認
知
・
知
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
留
意
点
７
）
他
の
職
種
の
役
割
と
協
働
?
?
?
?
?
?
?
?
?
１
（
30
）
　
尊
厳
の
保
持
や
自
立
支
援
、
生
活
の
豊
か
さ
の
観
点
か
ら
、本
人
主
体
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、根
拠
に
基
づ
い
た
介
護
実
践
を
行
う
た
め
の
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
　
休
息
・
睡
眠
、
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
利
用
者
の
状
態
に
つ
い
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
、
こ
れ
ら
を
根
拠
と
し
て
安
楽
で
安
心
で
き
る
休
息
・
睡
眠
、
人
生
の
最
終
段
階
の
介
護
技
術
を
習
得
す
る
。
１
．
自
立
に
向
け
た
休
息
・
睡
眠
の
介
護
１
）
休
息
・
睡
眠
の
意
義
・
目
的
２
）
休
息
・
・
睡
眠
に
関
す
る
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
①
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
３
）
安
眠
の
た
め
の
介
護
①
安
眠
の
た
め
の
介
護
の
工
夫
　
　
②
罨
法
４
）
利
用
者
の
状
態
・
状
況
に
応
じ
た
介
助
の
留
意
点
①
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
②
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
③
認
知
・
知
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
留
意
点
④
不
眠
時
の
対
応
２
．
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
介
護
１
）
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
介
護
の
意
義
、
目
的
①
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
尊
厳
の
保
持
②
事
前
意
思
確
認
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
３
）
爽
快
感
・
安
楽
を
支
え
る
排
泄
介
護
①
気
持
ち
よ
い
排
泄
を
支
え
る
介
護
の
工
夫
（
遠
慮
・
羞
恥
心
を
感
じ
さ
せ
な
い
配
慮
・
環
境
づ
く
り
）
②
爽
快
感
・
安
楽
を
支
え
る
介
護
の
工
夫
（
環
境
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
４
）
根
拠
に
基
づ
い
た
排
泄
の
介
助
の
技
法
①
お
む
つ
　
　
②
採
尿
器
・
差
し
込
み
便
器
③
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
　
　
④
ト
イ
レ
５
）
安
全
・
的
確
な
清
潔
保
持
の
介
助
の
技
法
①
陰
部
清
拭
　
　
　
②
陰
部
洗
浄
６
）
利
用
者
の
状
態
・
状
況
に
応
じ
た
介
助
の
留
意
点
①
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
②
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
③
認
知
・
知
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
留
意
点
④
便
秘
・
下
痢
の
予
防
の
た
め
の
日
常
生
活
の
留
意
点
⑤
尿
回
数
が
多
い
人
へ
の
日
常
生
活
の
留
意
点
⑥
失
禁
時
の
介
護
の
留
意
点
７
）
他
の
職
種
の
役
割
と
協
働
?
?
?
?
?
?
?
?
?
２
（
60
）
　
尊
厳
の
保
持
や
自
立
支
援
、
生
活
の
豊
か
さ
の
観
点
か
ら
、本
人
主
体
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、根
拠
に
基
づ
い
た
介
護
実
践
を
行
う
た
め
の
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
　
尊
厳
の
保
持
の
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
身
体
的
・
精
神
的
状
態
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
の
自
立
・
自
律
を
尊
重
し
、
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
た
り
、
見
守
る
こ
と
も
含
め
た
、
適
切
な
清
潔
（
入
浴
・
口
腔
ケ
ア
な
ど
）・
整
容
動
作
・
衣
服
着
脱
の
介
護
技
術
を
実
践
で
き
る
能
力
を
養
う
。
　
清
潔
動
作
、
着
脱
動
作
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
い
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
、こ
れ
ら
を
根
拠
と
し
て
安
全
で
安
心
で
き
る
清
潔
保
持
・
整
容
動
作
の
介
護
技
術
を
習
得
す
る
。
１
．
自
立
に
向
け
た
入
浴
・
清
潔
保
持
の
介
護
１
）
入
浴
の
意
義
と
目
的
２
）
入
浴
に
関
す
る
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
①
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
３
）
爽
快
感
・
安
楽
を
支
え
る
介
護
①
爽
快
感
・
安
楽
を
支
え
る
介
護
の
工
夫
（
入
浴
を
楽
し
む
環
境
づ
く
り
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
４
）
安
全
・
的
確
な
入
浴
・
清
潔
保
持
の
介
助
の
技
法
①
特
殊
浴
に
よ
る
入
浴
　
②
一
般
浴
に
よ
る
入
浴
③
シ
ャ
ワ
ー
浴
　
　
　
　
④
全
身
清
拭
⑤
足
浴
・
手
浴
　
　
　
　
⑥
洗
髪
５
）
利
用
者
の
状
態
・
状
況
に
応
じ
た
介
助
の
留
意
点
①
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
②
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
③
認
知
・
知
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
留
意
点
６
）
他
の
職
種
の
役
割
と
協
働
２
．
自
立
に
向
け
た
身
じ
た
く
の
介
護
１
）
身
じ
た
く
の
意
義
と
目
的
２
）
身
じ
た
く
に
関
す
る
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
①
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
３
）
生
活
習
慣
と
装
い
の
楽
し
み
を
支
え
る
介
護
①
生
活
習
慣
と
装
い
の
楽
し
み
を
支
え
る
介
護
の
工
夫
４
）
衣
服
着
脱
の
介
助
①
か
ぶ
り
上
衣
・
下
衣
（
座
位
・
臥
位
姿
勢
）
②
前
開
き
上
衣
・
下
衣
（
座
位
・
臥
位
姿
勢
）
５
）
整
容
行
動
、
衣
生
活
を
調
整
す
る
能
力
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
介
助
の
技
法
①
整
容
（
洗
面
、
整
髪
、
ひ
げ
の
手
入
れ
、
爪
、
化
粧
等
）
②
口
腔
の
清
潔
　
　
　
③
衣
服
着
脱
６
）
利
用
者
の
状
態
・
状
況
に
応
じ
た
身
支
度
介
助
の
留
意
点
①
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
②
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
③
認
知
・
知
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
留
意
点
７
）
他
の
職
種
の
役
割
と
協
働
?
?
?
?
?
?
?
?
?
１
（
30
）
　
尊
厳
の
保
持
や
自
立
支
援
、
生
活
の
豊
か
さ
の
観
点
か
ら
、本
人
主
体
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、根
拠
に
基
づ
い
た
介
護
実
践
を
行
う
た
め
の
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
　
休
息
・
睡
眠
、
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
利
用
者
の
状
態
に
つ
い
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
、
こ
れ
ら
を
根
拠
と
し
て
安
楽
で
安
心
で
き
る
休
息
・
睡
眠
、
人
生
の
最
終
段
階
の
介
護
技
術
を
習
得
す
る
。
１
．
自
立
に
向
け
た
休
息
・
睡
眠
の
介
護
１
）
休
息
・
睡
眠
の
意
義
・
目
的
２
）
休
息
・
・
睡
眠
に
関
す
る
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
①
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
３
）
安
眠
の
た
め
の
介
護
①
安
眠
の
た
め
の
介
護
の
工
夫
　
　
②
罨
法
４
）
利
用
者
の
状
態
・
状
況
に
応
じ
た
介
助
の
留
意
点
①
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
②
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
の
留
意
点
③
認
知
・
知
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
の
介
助
留
意
点
④
不
眠
時
の
対
応
２
．
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
介
護
１
）
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
介
護
の
意
義
、
目
的
①
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
尊
厳
の
保
持
②
事
前
意
思
確
認
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
２
）
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
①
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
３
）
医
療
と
の
連
携
①
看
取
り
の
た
め
の
制
度
（
重
度
化
対
応
加
算
、
看
取
り
介
護
加
算
）
４
）
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
介
護
①
終
末
期
の
経
過
に
沿
っ
た
支
援
②
家
族
へ
の
ケ
ア
（
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
）
③
チ
ー
ム
ケ
ア
の
実
際
５
）
臨
終
時
の
介
護
①
臨
終
時
の
対
応
?
?
?
?
?
?
?
?
?
１
（
30
）
　
尊
厳
の
保
持
や
自
立
支
援
、
生
活
の
豊
か
さ
の
観
点
か
ら
、本
人
主
体
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、根
拠
に
基
づ
い
た
介
護
実
践
を
行
う
た
め
の
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
　
日
常
生
活
や
居
住
環
境
に
つ
い
て
IC
F
の
視
点
に
よ
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
で
き
、
こ
れ
ら
を
根
拠
と
し
て
生
活
の
豊
か
さ
や
心
身
の
活
性
化
及
び
安
全
で
安
心
な
生
活
の
場
づ
く
り
の
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
。
更
に
対
象
者
の
能
力
に
応
じ
た
福
祉
用
具
を
選
択
・
活
用
す
る
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
１
．
生
活
支
援
の
理
解
１
）
生
活
の
理
解
①
生
活
の
定
義
　
　
　
②
生
活
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
③
生
活
経
営
２
）
IC
F
の
視
点
を
活
か
し
た
生
活
支
援
①
生
活
支
援
の
考
え
方
②
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
③
生
活
の
豊
か
さ
と
心
身
の
活
性
化
２
．
自
立
に
向
け
た
居
住
環
境
の
整
備
１
）
居
住
環
境
整
備
の
意
義
と
目
的
２
）
生
活
空
間
と
介
護
①
居
場
所
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
生
活
の
場
、
３
）
す
ま
い
の
多
様
性
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
の
保
障
①
生
活
習
慣
や
主
体
性
の
尊
重
４
）
居
住
環
境
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
①
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
５
）
安
全
で
心
地
よ
い
生
活
の
場
づ
く
り
①
安
全
で
住
み
心
地
の
よ
い
生
活
の
場
づ
く
り
の
た
め
の
工
夫
（
快
適
な
室
内
環
境
の
確
保
、
浴
室
、
ト
イ
レ
、
台
所
等
の
空
間
構
成
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
と
交
流
の
促
進
、
安
全
性
へ
の
配
慮
、
趣
味
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
の
確
保
等
）
②
住
宅
改
修
　
　
　
　
③
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
④
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
３
．
福
祉
用
具
の
意
義
と
活
用
１
）
福
祉
用
具
の
活
用
の
意
義
及
び
目
的
①
対
象
者
の
能
力
に
応
じ
た
福
祉
用
具
の
選
択
②
福
祉
用
具
の
種
類
と
制
度
③
福
祉
用
具
・
福
祉
機
器
の
活
用
と
留
意
点
④
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
２
）
施
設
等
で
の
集
団
の
場
合
の
工
夫
・
留
意
点
①
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
、
居
室
の
個
室
化
、
な
じ
み
の
生
活
空
間
づ
く
り
３
）
他
の
職
種
の
役
割
と
協
働
?
?
?
?
?
?
?
?
?
２
（
60
）
　
尊
厳
の
保
持
や
自
立
支
援
、
生
活
の
豊
か
さ
の
観
点
か
ら
、本
人
主
体
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、根
拠
に
基
づ
い
た
介
護
実
践
を
行
う
た
め
の
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
　
さ
ら
に
、
生
活
の
継
続
性
及
び
個
々
の
状
態
に
応
じ
た
家
事
を
自
立
的
に
行
う
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
の
、
基
礎
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
　
ま
た
、
見
守
る
こ
と
も
含
め
た
、
適
切
で
安
全
な
家
事
援
助
（
特
に
調
理
・
掃
除
）
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
。
１
．
自
立
に
向
け
た
家
事
（
特
に
調
理
・
掃
除
な
ど
）
の
介
護
１
）
家
事
の
意
義
・
目
的
２
）
家
事
に
関
す
る
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
①
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
３
）
家
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
支
え
る
介
護
①
家
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
支
え
る
介
護
の
工
夫
（
意
欲
を
出
す
働
き
か
け
）
４
）
食
事
に
関
連
し
た
基
礎
知
識
①
か
ら
だ
を
つ
く
る
栄
養
素
②
１
日
に
必
要
な
栄
養
量
　
③
１
日
に
必
要
な
水
分
量
５
）
家
事
の
介
助
の
技
法
①
調
理
（
加
工
食
品
の
活
用
と
保
存
、
簡
単
な
調
理
の
知
識
と
技
術
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
等
）
②
買
い
物
　
　
　
③
掃
除
・
ご
み
捨
て
６
）
利
用
者
の
状
態
・
状
況
に
応
じ
た
調
理
・
掃
除
援
助
①
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
へ
の
援
助
②
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
へ
の
援
助
③
認
知
・
知
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
へ
の
援
助
７
）
他
の
職
種
の
役
割
と
協
働
?
?
?
?
?
?
?
?
?
１
（
30
）
　
尊
厳
の
保
持
や
自
立
支
援
、
生
活
の
豊
か
さ
の
観
点
か
ら
、本
人
主
体
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、根
拠
に
基
づ
い
た
介
護
実
践
を
行
う
た
め
の
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
１
．
自
立
に
向
け
た
家
事
（
特
に
裁
縫
・
洗
濯
な
ど
）
の
介
護
１
）
家
庭
生
活
の
意
義
①
家
庭
の
役
割
と
機
能
　
　
②
家
庭
経
済
２
）
被
服
の
意
義
①
被
服
の
役
割
と
機
能
・
素
材
②
被
服
と
保
健
衛
生
　
　
　
③
被
服
の
選
択
と
管
理
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
２
）
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
①
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
３
）
医
療
と
の
連
携
①
看
取
り
の
た
め
の
制
度
（
重
度
化
対
応
加
算
、
看
取
り
介
護
加
算
）
４
）
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
介
護
①
終
末
期
の
経
過
に
沿
っ
た
支
援
②
家
族
へ
の
ケ
ア
（
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
）
③
チ
ー
ム
ケ
ア
の
実
際
５
）
臨
終
時
の
介
護
①
臨
終
時
の
対
応
?
?
?
?
?
?
?
?
?
１
（
30
）
　
尊
厳
の
保
持
や
自
立
支
援
、
生
活
の
豊
か
さ
の
観
点
か
ら
、本
人
主
体
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、根
拠
に
基
づ
い
た
介
護
実
践
を
行
う
た
め
の
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
　
日
常
生
活
や
居
住
環
境
に
つ
い
て
IC
F
の
視
点
に
よ
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
で
き
、
こ
れ
ら
を
根
拠
と
し
て
生
活
の
豊
か
さ
や
心
身
の
活
性
化
及
び
安
全
で
安
心
な
生
活
の
場
づ
く
り
の
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
。
更
に
対
象
者
の
能
力
に
応
じ
た
福
祉
用
具
を
選
択
・
活
用
す
る
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
１
．
生
活
支
援
の
理
解
１
）
生
活
の
理
解
①
生
活
の
定
義
　
　
　
②
生
活
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
③
生
活
経
営
２
）
IC
F
の
視
点
を
活
か
し
た
生
活
支
援
①
生
活
支
援
の
考
え
方
②
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
③
生
活
の
豊
か
さ
と
心
身
の
活
性
化
２
．
自
立
に
向
け
た
居
住
環
境
の
整
備
１
）
居
住
環
境
整
備
の
意
義
と
目
的
２
）
生
活
空
間
と
介
護
①
居
場
所
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
生
活
の
場
、
３
）
す
ま
い
の
多
様
性
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
の
保
障
①
生
活
習
慣
や
主
体
性
の
尊
重
４
）
居
住
環
境
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
①
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
５
）
安
全
で
心
地
よ
い
生
活
の
場
づ
く
り
①
安
全
で
住
み
心
地
の
よ
い
生
活
の
場
づ
く
り
の
た
め
の
工
夫
（
快
適
な
室
内
環
境
の
確
保
、
浴
室
、
ト
イ
レ
、
台
所
等
の
空
間
構
成
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
と
交
流
の
促
進
、
安
全
性
へ
の
配
慮
、
趣
味
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
の
確
保
等
）
②
住
宅
改
修
　
　
　
　
③
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
④
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
３
．
福
祉
用
具
の
意
義
と
活
用
１
）
福
祉
用
具
の
活
用
の
意
義
及
び
目
的
①
対
象
者
の
能
力
に
応
じ
た
福
祉
用
具
の
選
択
②
福
祉
用
具
の
種
類
と
制
度
③
福
祉
用
具
・
福
祉
機
器
の
活
用
と
留
意
点
④
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
２
）
施
設
等
で
の
集
団
の
場
合
の
工
夫
・
留
意
点
①
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
、
居
室
の
個
室
化
、
な
じ
み
の
生
活
空
間
づ
く
り
３
）
他
の
職
種
の
役
割
と
協
働
?
?
?
?
?
?
?
?
?
２
（
60
）
　
尊
厳
の
保
持
や
自
立
支
援
、
生
活
の
豊
か
さ
の
観
点
か
ら
、本
人
主
体
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、根
拠
に
基
づ
い
た
介
護
実
践
を
行
う
た
め
の
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
　
さ
ら
に
、
生
活
の
継
続
性
及
び
個
々
の
状
態
に
応
じ
た
家
事
を
自
立
的
に
行
う
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
の
、
基
礎
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
　
ま
た
、
見
守
る
こ
と
も
含
め
た
、
適
切
で
安
全
な
家
事
援
助
（
特
に
調
理
・
掃
除
）
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
。
１
．
自
立
に
向
け
た
家
事
（
特
に
調
理
・
掃
除
な
ど
）
の
介
護
１
）
家
事
の
意
義
・
目
的
２
）
家
事
に
関
す
る
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
①
IC
F
の
視
点
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
３
）
家
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
支
え
る
介
護
①
家
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
支
え
る
介
護
の
工
夫
（
意
欲
を
出
す
働
き
か
け
）
４
）
食
事
に
関
連
し
た
基
礎
知
識
①
か
ら
だ
を
つ
く
る
栄
養
素
②
１
日
に
必
要
な
栄
養
量
　
③
１
日
に
必
要
な
水
分
量
５
）
家
事
の
介
助
の
技
法
①
調
理
（
加
工
食
品
の
活
用
と
保
存
、
簡
単
な
調
理
の
知
識
と
技
術
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
等
）
②
買
い
物
　
　
　
③
掃
除
・
ご
み
捨
て
６
）
利
用
者
の
状
態
・
状
況
に
応
じ
た
調
理
・
掃
除
援
助
①
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
へ
の
援
助
②
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
へ
の
援
助
③
認
知
・
知
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
へ
の
援
助
７
）
他
の
職
種
の
役
割
と
協
働
?
?
?
?
?
?
?
?
?
１
（
30
）
　
尊
厳
の
保
持
や
自
立
支
援
、
生
活
の
豊
か
さ
の
観
点
か
ら
、本
人
主
体
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、根
拠
に
基
づ
い
た
介
護
実
践
を
行
う
た
め
の
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
１
．
自
立
に
向
け
た
家
事
（
特
に
裁
縫
・
洗
濯
な
ど
）
の
介
護
１
）
家
庭
生
活
の
意
義
①
家
庭
の
役
割
と
機
能
　
　
②
家
庭
経
済
２
）
被
服
の
意
義
①
被
服
の
役
割
と
機
能
・
素
材
②
被
服
と
保
健
衛
生
　
　
　
③
被
服
の
選
択
と
管
理
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30
?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
　
さ
ら
に
、
生
活
の
継
続
性
及
び
個
々
の
状
態
に
応
じ
た
家
事
を
自
立
的
に
行
う
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
の
、
基
礎
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
　
ま
た
、
見
守
る
こ
と
も
含
め
た
、
適
切
で
安
全
な
家
事
援
助
（
特
に
裁
縫
・
洗
濯
）
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
。
３
）
家
事
の
介
助
の
技
法
①
裁
縫
　
　
②
衣
類
・
寝
具
の
衛
生
管
理
③
洗
濯
　
　
④
家
庭
経
営
、
家
計
の
管
理
４
）
家
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
支
え
る
介
護
①
家
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
支
え
る
介
護
の
工
夫
（
意
欲
を
出
す
働
き
か
け
）
５
）
利
用
者
の
状
態
・
状
況
に
応
じ
た
生
活
・
被
服
援
助
①
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
へ
の
援
助
②
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
へ
の
援
助
③
認
知
・
知
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
へ
の
援
助
６
）
他
の
職
種
の
役
割
と
協
働
４
）
介
護
過
程
?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
４
（
60
）
　
本
人
の
望
む
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
専
門
職
と
し
て
生
活
課
題
の
分
析
を
行
い
、
根
拠
に
基
づ
く
介
護
実
践
を
伴
う
課
題
解
決
の
思
考
過
程
を
習
得
す
る
。
　
利
用
者
の
主
体
性
を
尊
重
し
、
そ
の
人
ら
し
く
自
立
的
に
生
き
て
い
く
た
め
の
援
助
方
法
を
習
得
す
る
。
具
体
的
に
は
、
利
用
者
理
解
を
図
り
な
が
ら
、
必
要
な
情
報
収
集
を
行
い
、
そ
の
情
報
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
き
、
目
標
を
定
め
、
介
護
計
画
を
立
案
、
適
切
な
介
護
援
助
の
提
供
、
評
価
・
修
正
と
い
っ
た
介
護
過
程
の
一
連
の
流
れ
を
理
解
す
る
。
１
．
介
護
過
程
の
意
義
と
基
礎
的
理
解
１
）
介
護
過
程
の
意
義
①
介
護
過
程
の
概
要
、
意
義
、
目
標
②
問
題
解
決
思
考
過
程
の
理
解
２
．
介
護
過
程
の
展
開
１
）
介
護
過
程
展
開
の
プ
ロ
セ
ス
２
）
情
報
収
集
の
意
義
と
内
容
①
身
体
的
側
面
　
②
精
神
的
側
面
　
③
社
会
的
側
面
３
）
介
護
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
ポ
イ
ン
ト
①
情
報
の
解
釈
・
分
析
　
　
　
②
統
合
化
４
）
課
題
（
ニ
ー
ズ
）、
目
標
①
生
活
支
援
の
課
題
、
目
標
の
捉
え
方
５
）
介
護
計
画
立
案
方
法
６
）
実
施
時
の
留
意
点
７
）
評
価
①
評
価
の
目
的
　
　
②
評
価
の
内
容
、
方
法
?
?
?
?
?
?
?
２
（
60
）
　
本
人
の
望
む
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
専
門
職
と
し
て
生
活
課
題
の
分
析
を
行
い
、
根
拠
に
基
づ
く
介
護
実
践
を
伴
う
課
題
解
決
の
思
考
過
程
を
習
得
す
る
。
　
特
に
、
個
別
の
生
活
課
題
や
潜
在
能
力
を
引
き
出
す
た
め
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
自
立
支
援
に
沿
っ
た
介
護
計
画
の
立
案
を
行
う
こ
と
か
ら
、
多
職
種
協
働
に
よ
る
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
理
解
す
る
。
１
．
介
護
過
程
の
実
践
的
展
開
１
）
自
立
に
向
け
た
介
護
過
程
の
展
開
の
実
際
①
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
②
他
の
専
門
職
の
ケ
ア
計
画
及
び
個
別
介
護
計
画
と
の
関
係
性
２
）
利
用
者
の
状
態
・
状
況
に
応
じ
た
介
護
過
程
の
展
開
の
実
際
２
．
介
護
過
程
と
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
１
）
介
護
過
程
と
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
①
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
②
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
③
介
護
過
程
と
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
）
④
協
働
す
る
多
職
種
と
の
連
携
?
?
?
?
?
?
?
１
（
30
）
　
本
人
の
望
む
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
専
門
職
と
し
て
生
活
課
題
の
分
析
を
行
い
、
根
拠
に
基
づ
く
介
護
実
践
を
伴
う
課
題
解
決
の
思
考
過
程
を
習
得
す
る
。
　
介
護
実
習
で
の
個
々
の
学
習
を
振
り
返
り
、
自
分
の
行
っ
た
介
護
過
程
の
展
開
・
実
践
・
評
価
か
ら
、
自
分
の
介
護
観
を
明
ら
か
に
し
、
自
ら
成
長
す
る
能
力
を
養
う
。
１
．
介
護
過
程
の
展
開
の
理
解
１
）
個
別
の
事
例
（
介
護
実
習
で
受
け
持
っ
た
対
象
者
）
に
対
す
る
介
護
過
程
の
展
開
の
実
際
を
整
理
し
、
報
告
書
に
ま
と
め
て
発
表
す
る
。
①
情
報
収
集
　
②
ニ
ー
ズ
の
把
握
　
③
介
護
目
標
④
介
護
計
画
　
⑤
実
施
、
評
価
２
）
事
例
報
告
会
の
実
施
２
．
介
護
観
の
確
立
１
）
介
護
過
程
の
展
開
を
通
し
て
、
自
分
の
介
護
観
を
小
論
文
と
し
て
ま
と
め
て
発
表
す
る
。
２
）
文
献
を
活
用
し
な
が
ら
、
介
護
に
対
す
る
自
分
自
身
の
考
え
を
深
め
る
方
法
を
学
ぶ
。
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
４
（
60
）
　
本
人
の
望
む
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
専
門
職
と
し
て
生
活
課
題
の
分
析
を
行
い
、
根
拠
に
基
づ
く
介
護
実
践
を
伴
う
課
題
解
決
の
思
考
過
程
を
習
得
す
る
。
　
利
用
者
の
主
体
性
を
尊
重
し
、
そ
の
人
ら
し
く
自
立
的
に
生
き
て
い
く
た
め
の
援
助
方
法
を
習
得
す
る
。
具
体
的
に
は
、
利
用
者
理
解
を
図
り
な
が
ら
、
必
要
な
情
報
収
集
を
行
い
、
そ
の
情
報
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
き
、
目
標
を
定
め
、
介
護
計
画
を
立
案
、
適
切
な
介
護
援
助
の
提
供
、
評
価
・
修
正
と
い
っ
た
介
護
過
程
の
一
連
の
流
れ
を
理
解
す
る
。
１
．
介
護
過
程
の
意
義
と
基
礎
的
理
解
１
）
介
護
過
程
の
意
義
①
介
護
過
程
の
概
要
、
意
義
、
目
標
②
問
題
解
決
思
考
過
程
の
理
解
２
．
介
護
過
程
の
展
開
１
）
介
護
過
程
展
開
の
プ
ロ
セ
ス
２
）
情
報
収
集
の
意
義
と
内
容
①
身
体
的
側
面
　
②
精
神
的
側
面
　
③
社
会
的
側
面
３
）
介
護
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
ポ
イ
ン
ト
①
情
報
の
解
釈
・
分
析
　
　
　
②
統
合
化
４
）
課
題
（
ニ
ー
ズ
）、
目
標
①
生
活
支
援
の
課
題
、
目
標
の
捉
え
方
５
）
介
護
計
画
立
案
方
法
６
）
実
施
時
の
留
意
点
７
）
評
価
①
評
価
の
目
的
　
　
②
評
価
の
内
容
、
方
法
?
?
?
?
?
?
?
２
（
60
）
　
本
人
の
望
む
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
専
門
職
と
し
て
生
活
課
題
の
分
析
を
行
い
、
根
拠
に
基
づ
く
介
護
実
践
を
伴
う
課
題
解
決
の
思
考
過
程
を
習
得
す
る
。
　
特
に
、
個
別
の
生
活
課
題
や
潜
在
能
力
を
引
き
出
す
た
め
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
自
立
支
援
に
沿
っ
た
介
護
計
画
の
立
案
を
行
う
こ
と
か
ら
、
多
職
種
協
働
に
よ
る
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
理
解
す
る
。
１
．
介
護
過
程
の
実
践
的
展
開
１
）
自
立
に
向
け
た
介
護
過
程
の
展
開
の
実
際
①
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
②
他
の
専
門
職
の
ケ
ア
計
画
及
び
個
別
介
護
計
画
と
の
関
係
性
２
）
利
用
者
の
状
態
・
状
況
に
応
じ
た
介
護
過
程
の
展
開
の
実
際
２
．
介
護
過
程
と
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
１
）
介
護
過
程
と
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
①
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
②
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
③
介
護
過
程
と
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
）
④
協
働
す
る
多
職
種
と
の
連
携
?
?
?
?
?
?
?
１
（
30
）
　
本
人
の
望
む
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
専
門
職
と
し
て
生
活
課
題
の
分
析
を
行
い
、
根
拠
に
基
づ
く
介
護
実
践
を
伴
う
課
題
解
決
の
思
考
過
程
を
習
得
す
る
。
　
介
護
実
習
で
の
個
々
の
学
習
を
振
り
返
り
、
自
分
の
行
っ
た
介
護
過
程
の
展
開
・
実
践
・
評
価
か
ら
、
自
分
の
介
護
観
を
明
ら
か
に
し
、
自
ら
成
長
す
る
能
力
を
養
う
。
１
．
介
護
過
程
の
展
開
の
理
解
１
）
個
別
の
事
例
（
介
護
実
習
で
受
け
持
っ
た
対
象
者
）
に
対
す
る
介
護
過
程
の
展
開
の
実
際
を
整
理
し
、
報
告
書
に
ま
と
め
て
発
表
す
る
。
①
情
報
収
集
　
②
ニ
ー
ズ
の
把
握
　
③
介
護
目
標
④
介
護
計
画
　
⑤
実
施
、
評
価
２
）
事
例
報
告
会
の
実
施
２
．
介
護
観
の
確
立
１
）
介
護
過
程
の
展
開
を
通
し
て
、
自
分
の
介
護
観
を
小
論
文
と
し
て
ま
と
め
て
発
表
す
る
。
２
）
文
献
を
活
用
し
な
が
ら
、
介
護
に
対
す
る
自
分
自
身
の
考
え
を
深
め
る
方
法
を
学
ぶ
。
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５
）
介
護
総
合
演
習
・
介
護
実
習
?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
４ 12
0
　
介
護
実
践
に
必
要
な
知
識
や
技
術
の
統
合
を
行
う
と
と
も
に
、介
護
観
を
形
成
し
、専
門
職
と
し
て
の
態
度
を
養
う
。
　
実
習
の
教
育
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
介
護
実
習
前
に
は
、
介
護
実
習
に
向
け
て
の
心
構
え
、
動
機
づ
け
等
の
準
備
、
介
護
技
術
の
確
認
や
施
設
等
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
ま
た
、
実
習
後
は
学
生
一
人
ひ
と
り
が
十
分
な
振
り
返
り
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
果
的
な
介
護
実
習
を
行
え
る
よ
う
に
、
実
習
報
告
会
や
事
例
報
告
会
を
設
け
る
な
ど
、
実
習
に
必
要
な
知
識
や
技
術
、
介
護
過
程
の
展
開
の
能
力
等
に
つ
い
て
、
個
別
の
学
習
到
達
状
況
に
応
じ
た
総
合
的
な
能
力
を
養
う
。
１
．
知
識
と
技
術
の
統
合
１
）
実
習
施
設
に
つ
い
て
の
理
解
２
）
介
護
実
践
に
向
け
た
知
識
・
技
術
の
統
合
・
深
化
３
）
実
習
の
振
り
返
り
４
）
実
習
報
告
会
の
実
施
５
）
自
己
の
課
題
の
明
確
化
６
）
専
門
職
と
し
て
の
態
度
２
．
介
護
実
践
の
科
学
的
探
究
１
）
研
究
の
意
義
と
目
的
２
）
研
究
方
法
・
倫
理
的
配
慮
３
）
介
護
実
践
研
究
（
事
例
発
表
会
）
の
意
義
と
そ
の
方
法
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
10 45
0
　
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
お
い
て
、
対
象
者
の
生
活
を
理
解
し
、
本
人
や
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
生
活
支
援
を
行
う
基
礎
的
な
能
力
を
習
得
す
る
。
　
本
人
の
望
む
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
多
職
種
と
の
協
働
の
中
で
、
介
護
過
程
を
実
践
す
る
能
力
を
養
う
。
１
．
介
護
過
程
の
実
践
的
展
開
（
介
護
実
習
Ⅰ
）
　
個
々
の
生
活
リ
ズ
ム
や
個
性
を
理
解
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
場
に
お
い
て
個
別
ケ
ア
を
理
解
す
る
。
２
．
多
職
種
協
働
の
実
践
（
介
護
実
習
Ⅱ
）
　
介
護
実
習
Ⅰ
に
加
え
、
さ
ら
に
利
用
者
・
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
、
介
護
技
術
の
確
認
、
多
職
種
協
働
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
通
じ
て
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
の
介
護
福
祉
士
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
（
介
護
実
習
Ⅲ
）
　
介
護
実
習
Ⅰ
Ⅱ
に
加
え
、
個
別
ケ
ア
を
行
う
た
め
に
個
々
の
生
活
リ
ズ
ム
や
個
性
を
理
解
し
、
利
用
者
の
課
題
を
明
確
に
す
る
た
め
の
利
用
者
ご
と
の
介
護
計
画
の
作
成
、
実
施
後
の
評
価
や
こ
れ
を
踏
ま
え
た
計
画
の
修
正
と
い
っ
た
介
護
過
程
を
展
開
し
、
他
科
目
で
学
習
し
た
知
識
や
技
術
を
総
合
し
て
、
具
体
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
基
本
と
な
る
実
践
力
を
修
得
す
る
。
　
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
や
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
を
通
じ
て
、
チ
ー
ム
ケ
ア
を
体
験
的
に
学
ぶ
。
３
．
地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
の
実
践
（
介
護
実
習
Ⅳ
）
　
対
象
者
の
生
活
と
地
域
と
の
関
わ
り
や
、
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
施
設
・
事
業
所
の
役
割
を
理
解
し
、
地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
を
実
践
的
に
学
ぶ
。
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
４ 12
0
　
介
護
実
践
に
必
要
な
知
識
や
技
術
の
統
合
を
行
う
と
と
も
に
、介
護
観
を
形
成
し
、専
門
職
と
し
て
の
態
度
を
養
う
。
　
実
習
の
教
育
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
介
護
実
習
前
に
は
、
介
護
実
習
に
向
け
て
の
心
構
え
、
動
機
づ
け
等
の
準
備
、
介
護
技
術
の
確
認
や
施
設
等
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
ま
た
、
実
習
後
は
学
生
一
人
ひ
と
り
が
十
分
な
振
り
返
り
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
果
的
な
介
護
実
習
を
行
え
る
よ
う
に
、
実
習
報
告
会
や
事
例
報
告
会
を
設
け
る
な
ど
、
実
習
に
必
要
な
知
識
や
技
術
、
介
護
過
程
の
展
開
の
能
力
等
に
つ
い
て
、
個
別
の
学
習
到
達
状
況
に
応
じ
た
総
合
的
な
能
力
を
養
う
。
１
．
知
識
と
技
術
の
統
合
１
）
実
習
施
設
に
つ
い
て
の
理
解
２
）
介
護
実
践
に
向
け
た
知
識
・
技
術
の
統
合
・
深
化
３
）
実
習
の
振
り
返
り
４
）
実
習
報
告
会
の
実
施
５
）
自
己
の
課
題
の
明
確
化
６
）
専
門
職
と
し
て
の
態
度
２
．
介
護
実
践
の
科
学
的
探
究
１
）
研
究
の
意
義
と
目
的
２
）
研
究
方
法
・
倫
理
的
配
慮
３
）
介
護
実
践
研
究
（
事
例
発
表
会
）
の
意
義
と
そ
の
方
法
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
10 45
0
　
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
お
い
て
、
対
象
者
の
生
活
を
理
解
し
、
本
人
や
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
生
活
支
援
を
行
う
基
礎
的
な
能
力
を
習
得
す
る
。
　
本
人
の
望
む
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
多
職
種
と
の
協
働
の
中
で
、
介
護
過
程
を
実
践
す
る
能
力
を
養
う
。
１
．
介
護
過
程
の
実
践
的
展
開
（
介
護
実
習
Ⅰ
）
　
個
々
の
生
活
リ
ズ
ム
や
個
性
を
理
解
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
場
に
お
い
て
個
別
ケ
ア
を
理
解
す
る
。
２
．
多
職
種
協
働
の
実
践
（
介
護
実
習
Ⅱ
）
　
介
護
実
習
Ⅰ
に
加
え
、
さ
ら
に
利
用
者
・
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
、
介
護
技
術
の
確
認
、
多
職
種
協
働
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
通
じ
て
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
の
介
護
福
祉
士
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
（
介
護
実
習
Ⅲ
）
　
介
護
実
習
Ⅰ
Ⅱ
に
加
え
、
個
別
ケ
ア
を
行
う
た
め
に
個
々
の
生
活
リ
ズ
ム
や
個
性
を
理
解
し
、
利
用
者
の
課
題
を
明
確
に
す
る
た
め
の
利
用
者
ご
と
の
介
護
計
画
の
作
成
、
実
施
後
の
評
価
や
こ
れ
を
踏
ま
え
た
計
画
の
修
正
と
い
っ
た
介
護
過
程
を
展
開
し
、
他
科
目
で
学
習
し
た
知
識
や
技
術
を
総
合
し
て
、
具
体
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
基
本
と
な
る
実
践
力
を
修
得
す
る
。
　
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
や
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
を
通
じ
て
、
チ
ー
ム
ケ
ア
を
体
験
的
に
学
ぶ
。
３
．
地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
の
実
践
（
介
護
実
習
Ⅳ
）
　
対
象
者
の
生
活
と
地
域
と
の
関
わ
り
や
、
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
施
設
・
事
業
所
の
役
割
を
理
解
し
、
地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
を
実
践
的
に
学
ぶ
。
Ⅲ
　「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
」
の
領
域
?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
人
間
の
成
長
・
発
達
の
過
程
に
お
け
る
身
体
的
・
心
理
的
・
社
会
的
変
化
及
び
老
化
が
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を
理
解
し
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
特
徴
に
応
じ
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
。
　
特
に
、
誕
生
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
各
期
（
乳
幼
児
期
、
学
童
期
、
思
春
期
、
青
年
期
、
成
人
期
、
老
年
期
）
に
お
け
る
こ
こ
ろ
の
発
達
や
成
長
・
成
熟
、
生
理
的
変
化
を
、
学
生
の
体
験
や
身
近
な
高
齢
者
の
体
験
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
学
習
す
る
　
そ
の
上
で
、
老
化
に
伴
う
こ
こ
ろ
の
変
化
や
そ
れ
が
日
常
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
、
老
年
期
に
み
ら
れ
る
家
庭
・
地
域
で
の
役
割
の
変
化
や
、
友
人
と
の
別
れ
な
ど
の
喪
失
体
験
、
就
労
の
変
化
に
よ
る
経
済
的
不
安
な
ど
、
高
齢
者
の
気
持
ち
に
つ
い
て
深
く
理
解
す
る
。
　
ま
た
、
老
化
を
受
容
し
新
た
な
価
値
形
成
を
し
て
い
く
過
程
を
理
解
し
、
高
齢
者
の
人
格
と
尊
厳
を
守
る
個
別
ケ
ア
の
基
本
を
学
ぶ
。
１
．
人
間
の
成
長
と
発
達
の
基
礎
的
理
解
１
）
人
間
の
成
長
と
発
達
の
基
本
的
な
考
え
方
①
発
達
の
定
義
　
　
②
発
達
段
階
　
　
③
発
達
課
題
④
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
各
期
に
お
け
る
身
体
的
・
心
理
的
・
社
会
的
の
特
徴
２
．
老
年
期
の
発
達
と
成
熟
１
）
老
年
期
の
定
義
（
W
H
O
、
老
人
福
祉
法
、
老
人
保
健
法
の
老
人
医
療
制
度
）
２
）
老
年
期
の
発
達
課
題
①
人
格
と
尊
厳
、
老
い
の
価
値
、
喪
失
体
験
、
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
３
）
老
年
期
の
感
覚
・
知
覚
３
．
老
化
に
伴
う
こ
こ
ろ
の
変
化
と
生
活
１
）
高
齢
者
の
心
理
①
老
化
を
受
け
止
め
る
高
齢
者
の
気
持
ち
②
社
会
や
家
庭
で
の
役
割
を
失
う
高
齢
者
の
気
持
ち
③
障
害
を
受
け
止
め
る
高
齢
者
の
気
持
ち
④
友
人
と
の
別
れ
を
受
け
止
め
る
高
齢
者
の
気
持
ち
⑤
経
済
的
不
安
を
抱
え
る
高
齢
者
の
気
持
ち
２
）
老
年
期
の
精
神
障
害
３
）
老
年
期
の
心
理
的
援
助
・
社
会
的
援
助
?
?
?
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
人
間
の
成
長
・
発
達
の
過
程
に
お
け
る
身
体
的
・
心
理
的
・
社
会
的
変
化
及
び
老
化
が
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を
理
解
し
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
特
徴
に
応
じ
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
。
１
．
老
化
に
伴
う
か
ら
だ
の
変
化
と
生
活
１
）
老
化
に
伴
う
か
ら
だ
の
変
化
の
特
徴
①
防
衛
反
応
（
反
射
神
経
）
の
変
化
②
回
復
力
（
抵
抗
力
）
の
変
化
③
適
応
力
（
順
応
力
）
の
変
化
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
　
老
化
に
伴
う
か
ら
だ
の
変
化
や
そ
れ
が
日
常
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
も
理
解
す
る
。
　
ま
た
、
高
齢
者
に
多
い
疾
病
や
老
化
に
伴
う
機
能
低
下
が
及
ぼ
す
日
常
生
活
へ
の
影
響
な
ど
を
理
解
し
、
生
活
支
援
技
術
の
根
拠
と
な
る
か
ら
だ
の
基
本
的
医
学
知
識
を
習
得
す
る
。
２
）
老
化
に
伴
う
か
ら
だ
の
機
能
の
変
化
と
日
常
生
活
へ
の
影
響
①
身
体
的
機
能
の
変
化
と
日
常
生
活
へ
の
影
響
②
知
的
・
認
知
機
能
の
変
化
と
日
常
生
活
へ
の
影
響
③
精
神
的
機
能
の
変
化
と
日
常
生
活
へ
の
影
響
２
．
高
齢
者
に
多
く
み
ら
れ
る
疾
病
と
生
活
へ
の
影
響
１
）
高
齢
者
の
疾
病
と
生
活
上
の
留
意
点
①
高
齢
者
の
症
状
の
現
れ
方
の
特
徴
②
高
齢
者
の
身
体
の
不
調
の
訴
え
（
痛
み
、
痒
み
、
不
眠
、
冷
え
）
２
）
高
齢
者
に
多
い
病
気
と
そ
の
日
常
生
活
上
の
留
意
点
①
高
齢
者
に
多
く
み
ら
れ
る
疾
病
の
特
徴
②
日
常
生
活
へ
の
影
響
と
ケ
ア
の
方
法
③
健
康
の
維
持
・
増
進
３
）
保
健
医
療
職
と
の
連
携
?
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
認
知
症
に
関
す
る
心
理
や
身
体
機
能
、
社
会
的
側
面
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
を
習
得
す
る
。
認
知
症
の
人
を
中
心
に
据
え
、
本
人
や
家
族
、
地
域
の
力
を
活
か
し
た
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
理
解
す
る
基
礎
的
知
識
を
習
得
す
る
。
　
た
と
え
ば
、
認
知
症
を
取
り
巻
く
歴
史
的
背
景
や
施
策
、
認
知
症
の
あ
る
人
の
現
状
を
理
解
し
、
そ
の
上
で
、
認
知
症
の
原
因
と
な
る
主
な
病
気
や
症
状
の
特
徴
を
学
び
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
引
き
お
こ
さ
れ
る
機
能
の
変
化
や
日
常
生
活
へ
の
影
響
（
中
核
症
状
、
周
辺
症
状
な
ど
）
に
つ
い
て
も
理
解
す
る
。
１
．
認
知
症
を
取
り
巻
く
状
況
１
）
認
知
症
ケ
ア
の
歴
史
２
）
認
知
症
ケ
ア
の
理
念
３
）
認
知
症
高
齢
者
の
現
状
と
今
後
の
課
題
①
認
知
症
高
齢
者
の
数
の
推
移
②
認
知
症
を
取
り
巻
く
社
会
的
環
境
４
）
認
知
症
に
関
す
る
行
政
の
方
針
と
施
策
①
認
知
症
高
齢
者
支
援
対
策
の
概
要
（
相
談
対
策
の
整
備
、
在
宅
対
策
、
施
設
対
策
、
権
利
擁
護
対
策
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、
認
知
症
地
域
支
援
体
制
構
築
等
推
進
事
業
、
認
知
症
高
齢
者
の
自
立
度
）
２
．
医
学
的
側
面
か
ら
み
た
認
知
症
の
基
礎
１
）
認
知
症
に
よ
る
障
害
①
記
憶
障
害
　
②
見
当
識
障
害
③
失
語
、
失
行
、
失
認
２
）
認
知
症
と
間
違
え
ら
れ
や
す
い
症
状
①
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
　
　
②
脳
血
管
性
疾
患
③
レ
ビ
ー
小
体
病
　
　
　
　
④
ピ
ッ
ク
病
⑤
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
⑥
そ
の
他
（
慢
性
硬
膜
外
血
腫
等
）
３
）
若
年
性
認
知
症
４
）
病
院
で
行
わ
れ
る
検
査
、
治
療
の
実
際
①
検
査
　
②
治
療
　
③
予
防
?
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
認
知
症
に
関
す
る
心
理
や
身
体
機
能
、
社
会
的
側
面
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
を
習
得
す
る
。
認
知
症
の
人
を
中
心
に
据
え
、
本
人
や
家
族
、
地
域
の
力
を
活
か
し
た
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
理
解
す
る
基
礎
的
知
識
を
習
得
す
る
。
「
認
知
症
の
理
解
Ⅰ
」
で
学
ん
だ
基
礎
的
知
識
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
認
知
症
の
あ
る
人
の
体
験
や
意
思
表
示
が
困
難
で
あ
る
と
い
っ
た
特
性
を
理
解
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
が
及
ぼ
す
本
人
の
心
の
変
化
、
生
活
面
へ
の
影
響
、
支
え
る
家
族
の
心
の
変
化
や
生
活
面
へ
の
影
響
に
つ
い
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
能
力
を
養
う
。
　
そ
し
て
、
個
々
に
合
っ
た
的
確
な
ケ
ア
が
提
供
で
き
る
た
め
の
知
識
や
、
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
を
含
め
た
支
援
体
制
の
あ
り
方
及
び
地
域
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
や
多
職
種
協
働
に
よ
る
支
援
の
基
礎
的
な
知
識
を
理
解
す
る
。
１
．
認
知
症
に
伴
う
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
変
化
と
日
常
生
活
１
）
認
知
症
の
人
の
特
徴
的
な
心
理
行
動
①
認
知
症
が
及
ぼ
す
心
理
的
影
響
②
認
知
症
の
人
の
特
徴
的
な
行
動
障
害
③
周
辺
症
状
の
背
景
に
あ
る
、
認
知
症
の
あ
る
人
の
特
徴
的
な
こ
こ
ろ
の
理
解
（
混
乱
、
不
安
、
怯
え
、
孤
独
感
、
怒
り
、
悲
し
み
）
２
）
認
知
症
に
伴
う
機
能
の
変
化
と
日
常
生
活
へ
の
影
響
①
認
知
症
の
人
の
特
性
を
踏
ま
え
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
保
た
れ
て
い
る
能
力
と
低
下
し
て
い
る
能
力
の
把
握
、
家
族
と
の
関
係
の
把
握
）
②
環
境
変
化
が
認
知
症
の
人
に
与
え
る
影
響
（
な
じ
み
の
人
間
関
係
、
居
住
環
境
）
２
．
認
知
症
ケ
ア
（
生
活
支
援
）
１
）
認
知
症
ケ
ア
の
基
礎
①
認
知
症
ケ
ア
の
理
念
　
　
　
②
認
知
症
ケ
ア
の
原
則
③
認
知
症
ケ
ア
の
倫
理
④
認
知
症
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
３
．
連
携
と
協
働
１
）
地
域
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
・
機
能
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
連
携
、
町
づ
く
り
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
・
機
能
２
）
多
職
種
連
携
・
協
働
①
多
職
種
協
働
の
継
続
的
ケ
ア
４
．
家
族
へ
の
支
援
１
）
家
族
へ
の
支
援
①
家
族
の
認
知
症
の
受
容
段
階
で
の
援
助
②
家
族
の
課
題
（
介
護
力
の
評
価
・
支
援
）
③
家
族
の
レ
ス
パ
イ
ト
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
　
老
化
に
伴
う
か
ら
だ
の
変
化
や
そ
れ
が
日
常
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
も
理
解
す
る
。
　
ま
た
、
高
齢
者
に
多
い
疾
病
や
老
化
に
伴
う
機
能
低
下
が
及
ぼ
す
日
常
生
活
へ
の
影
響
な
ど
を
理
解
し
、
生
活
支
援
技
術
の
根
拠
と
な
る
か
ら
だ
の
基
本
的
医
学
知
識
を
習
得
す
る
。
２
）
老
化
に
伴
う
か
ら
だ
の
機
能
の
変
化
と
日
常
生
活
へ
の
影
響
①
身
体
的
機
能
の
変
化
と
日
常
生
活
へ
の
影
響
②
知
的
・
認
知
機
能
の
変
化
と
日
常
生
活
へ
の
影
響
③
精
神
的
機
能
の
変
化
と
日
常
生
活
へ
の
影
響
２
．
高
齢
者
に
多
く
み
ら
れ
る
疾
病
と
生
活
へ
の
影
響
１
）
高
齢
者
の
疾
病
と
生
活
上
の
留
意
点
①
高
齢
者
の
症
状
の
現
れ
方
の
特
徴
②
高
齢
者
の
身
体
の
不
調
の
訴
え
（
痛
み
、
痒
み
、
不
眠
、
冷
え
）
２
）
高
齢
者
に
多
い
病
気
と
そ
の
日
常
生
活
上
の
留
意
点
①
高
齢
者
に
多
く
み
ら
れ
る
疾
病
の
特
徴
②
日
常
生
活
へ
の
影
響
と
ケ
ア
の
方
法
③
健
康
の
維
持
・
増
進
３
）
保
健
医
療
職
と
の
連
携
?
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
認
知
症
に
関
す
る
心
理
や
身
体
機
能
、
社
会
的
側
面
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
を
習
得
す
る
。
認
知
症
の
人
を
中
心
に
据
え
、
本
人
や
家
族
、
地
域
の
力
を
活
か
し
た
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
理
解
す
る
基
礎
的
知
識
を
習
得
す
る
。
　
た
と
え
ば
、
認
知
症
を
取
り
巻
く
歴
史
的
背
景
や
施
策
、
認
知
症
の
あ
る
人
の
現
状
を
理
解
し
、
そ
の
上
で
、
認
知
症
の
原
因
と
な
る
主
な
病
気
や
症
状
の
特
徴
を
学
び
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
引
き
お
こ
さ
れ
る
機
能
の
変
化
や
日
常
生
活
へ
の
影
響
（
中
核
症
状
、
周
辺
症
状
な
ど
）
に
つ
い
て
も
理
解
す
る
。
１
．
認
知
症
を
取
り
巻
く
状
況
１
）
認
知
症
ケ
ア
の
歴
史
２
）
認
知
症
ケ
ア
の
理
念
３
）
認
知
症
高
齢
者
の
現
状
と
今
後
の
課
題
①
認
知
症
高
齢
者
の
数
の
推
移
②
認
知
症
を
取
り
巻
く
社
会
的
環
境
４
）
認
知
症
に
関
す
る
行
政
の
方
針
と
施
策
①
認
知
症
高
齢
者
支
援
対
策
の
概
要
（
相
談
対
策
の
整
備
、
在
宅
対
策
、
施
設
対
策
、
権
利
擁
護
対
策
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、
認
知
症
地
域
支
援
体
制
構
築
等
推
進
事
業
、
認
知
症
高
齢
者
の
自
立
度
）
２
．
医
学
的
側
面
か
ら
み
た
認
知
症
の
基
礎
１
）
認
知
症
に
よ
る
障
害
①
記
憶
障
害
　
②
見
当
識
障
害
③
失
語
、
失
行
、
失
認
２
）
認
知
症
と
間
違
え
ら
れ
や
す
い
症
状
①
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
　
　
②
脳
血
管
性
疾
患
③
レ
ビ
ー
小
体
病
　
　
　
　
④
ピ
ッ
ク
病
⑤
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
⑥
そ
の
他
（
慢
性
硬
膜
外
血
腫
等
）
３
）
若
年
性
認
知
症
４
）
病
院
で
行
わ
れ
る
検
査
、
治
療
の
実
際
①
検
査
　
②
治
療
　
③
予
防
?
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
認
知
症
に
関
す
る
心
理
や
身
体
機
能
、
社
会
的
側
面
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
を
習
得
す
る
。
認
知
症
の
人
を
中
心
に
据
え
、
本
人
や
家
族
、
地
域
の
力
を
活
か
し
た
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
理
解
す
る
基
礎
的
知
識
を
習
得
す
る
。
「
認
知
症
の
理
解
Ⅰ
」
で
学
ん
だ
基
礎
的
知
識
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
認
知
症
の
あ
る
人
の
体
験
や
意
思
表
示
が
困
難
で
あ
る
と
い
っ
た
特
性
を
理
解
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
が
及
ぼ
す
本
人
の
心
の
変
化
、
生
活
面
へ
の
影
響
、
支
え
る
家
族
の
心
の
変
化
や
生
活
面
へ
の
影
響
に
つ
い
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
能
力
を
養
う
。
　
そ
し
て
、
個
々
に
合
っ
た
的
確
な
ケ
ア
が
提
供
で
き
る
た
め
の
知
識
や
、
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
を
含
め
た
支
援
体
制
の
あ
り
方
及
び
地
域
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
や
多
職
種
協
働
に
よ
る
支
援
の
基
礎
的
な
知
識
を
理
解
す
る
。
１
．
認
知
症
に
伴
う
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
変
化
と
日
常
生
活
１
）
認
知
症
の
人
の
特
徴
的
な
心
理
行
動
①
認
知
症
が
及
ぼ
す
心
理
的
影
響
②
認
知
症
の
人
の
特
徴
的
な
行
動
障
害
③
周
辺
症
状
の
背
景
に
あ
る
、
認
知
症
の
あ
る
人
の
特
徴
的
な
こ
こ
ろ
の
理
解
（
混
乱
、
不
安
、
怯
え
、
孤
独
感
、
怒
り
、
悲
し
み
）
２
）
認
知
症
に
伴
う
機
能
の
変
化
と
日
常
生
活
へ
の
影
響
①
認
知
症
の
人
の
特
性
を
踏
ま
え
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
保
た
れ
て
い
る
能
力
と
低
下
し
て
い
る
能
力
の
把
握
、
家
族
と
の
関
係
の
把
握
）
②
環
境
変
化
が
認
知
症
の
人
に
与
え
る
影
響
（
な
じ
み
の
人
間
関
係
、
居
住
環
境
）
２
．
認
知
症
ケ
ア
（
生
活
支
援
）
１
）
認
知
症
ケ
ア
の
基
礎
①
認
知
症
ケ
ア
の
理
念
　
　
　
②
認
知
症
ケ
ア
の
原
則
③
認
知
症
ケ
ア
の
倫
理
④
認
知
症
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
３
．
連
携
と
協
働
１
）
地
域
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
・
機
能
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
連
携
、
町
づ
く
り
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
・
機
能
２
）
多
職
種
連
携
・
協
働
①
多
職
種
協
働
の
継
続
的
ケ
ア
４
．
家
族
へ
の
支
援
１
）
家
族
へ
の
支
援
①
家
族
の
認
知
症
の
受
容
段
階
で
の
援
助
②
家
族
の
課
題
（
介
護
力
の
評
価
・
支
援
）
③
家
族
の
レ
ス
パ
イ
ト
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
障
害
の
あ
る
人
の
心
理
や
身
体
機
能
・
社
会
的
側
面
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
人
の
地
域
で
の
生
活
を
理
解
し
、
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
や
地
域
を
含
め
た
周
囲
の
環
境
へ
の
支
援
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
。
　
ま
た
、
医
学
的
側
面
か
ら
の
基
礎
的
知
識
と
し
て
、
身
体
、
精
神
、
知
的
・
発
達
障
害
、
難
病
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
症
状
や
合
併
症
な
ど
が
日
常
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を
理
解
す
る
。
１
．
障
害
の
基
礎
的
理
解
１
）
障
害
の
概
念
①
障
害
の
捉
え
方
、
IC
ID
H（
国
際
障
害
分
類
）
か
ら
IC
F（
国
際
生
活
機
能
分
類
）
へ
の
変
遷
２
）
障
害
者
福
祉
の
基
本
理
念
①
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
障
害
者
年
の
理
念
３
）
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
諸
制
度
２
．
障
害
の
医
学
的
・
心
理
的
・
社
会
的
側
面
の
基
礎
的
知
識
１
）
障
害
の
あ
る
人
の
心
理
①
障
害
が
及
ぼ
す
心
理
的
影
響
　
　
②
障
害
の
受
容
③
適
応
と
適
応
規
制
２
）
障
害
の
あ
る
人
の
医
学
的
基
礎
知
識
①
身
体
障
害
の
原
因
と
特
性
②
精
神
障
害
の
種
類
と
原
因
と
特
性
③
知
的
障
害
の
種
類
と
原
因
と
特
性
④
発
達
障
害
の
種
類
と
原
因
と
特
性
⑤
難
病
の
種
類
と
原
因
と
特
性
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　「
障
害
の
理
解
Ⅰ
」
で
学
ん
だ
基
礎
的
知
識
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
障
害
の
あ
る
人
の
体
験
を
理
解
し
、
障
害
が
及
ぼ
す
心
理
的
影
響
や
障
害
の
受
容
、
日
常
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て
学
ぶ
。
　
ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
の
特
性
を
含
め
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
う
た
め
に
、
地
域
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
や
多
職
種
協
働
の
あ
り
方
、
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
を
含
め
た
周
囲
の
環
境
に
も
配
慮
し
た
介
護
の
視
点
を
習
得
す
る
。
１
．
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
と
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
１
）
障
害
に
伴
う
機
能
の
変
化
と
日
常
生
活
へ
の
影
響
①
障
害
の
特
性
を
踏
ま
え
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
保
た
れ
て
い
る
能
力
と
低
下
し
て
い
る
能
力
の
把
握
、
家
族
と
の
関
係
の
把
握
）
②
重
複
障
害
の
理
解
２
）
障
害
の
あ
る
人
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
①
各
期
に
お
け
る
Q
O
L
を
高
め
る
支
援
②
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
２
．
連
携
と
協
働
１
）
地
域
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
①
行
政
・
関
係
機
関
と
の
連
携
②
地
域
自
立
支
援
協
議
会
と
の
連
携
２
）
多
職
種
連
携
・
協
働
に
よ
る
支
援
①
他
の
福
祉
職
種
と
の
連
携
・
支
援
②
保
健
医
療
職
種
と
の
連
携
・
支
援
３
．
家
族
へ
の
支
援
１
）
家
族
へ
の
支
援
①
家
族
の
受
容
段
階
に
応
じ
た
支
援
②
家
族
の
課
題
（
介
護
力
の
評
価
）
に
応
じ
た
支
援
③
家
族
の
レ
ス
パ
イ
ト
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
生
活
支
援
を
行
う
た
め
、
介
護
実
践
の
根
拠
と
な
る
人
間
の
心
理
的
側
面
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
特
に
、
人
間
の
欲
求
の
基
本
的
な
理
解
や
感
情
、
思
考
等
に
つ
い
て
学
び
、
根
拠
を
持
っ
た
生
活
支
援
が
で
き
る
た
め
の
基
礎
的
知
識
を
習
得
す
る
。
　
ま
た
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
は
相
互
に
影
響
し
あ
い
、
意
欲
や
行
動
な
ど
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
学
習
す
る
。
１
．
こ
こ
ろ
の
し
く
み
の
理
解
１
）
介
護
実
践
の
た
め
の
人
間
の
心
理
①
基
本
的
欲
求
　
　
　
②
社
会
的
欲
求
③
対
象
を
捉
え
る
観
察
力
・
判
断
力
の
基
盤
２
）
自
己
概
念
と
尊
厳
①
自
己
概
念
に
影
響
す
る
要
因
②
自
立
へ
の
意
欲
と
自
己
概
念
③
自
己
実
現
と
い
き
が
い
３
）
こ
こ
ろ
の
し
く
み
の
基
礎
①
こ
こ
ろ
の
し
く
み
に
関
す
る
諸
理
論
②
思
考
の
し
く
み
　
③
学
習
・
記
憶
・
思
考
の
し
く
み
④
感
情
の
し
く
み
　
⑤
意
欲
・
動
機
付
け
の
し
く
み
⑥
適
応
の
し
く
み
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
生
活
支
援
を
行
う
た
め
、
介
護
実
践
の
根
拠
と
な
る
人
体
の
構
造
や
機
能
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は
人
体
の
健
常
と
異
常
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
ま
た
、
利
用
者
の
状
態
変
化
に
気
づ
く
医
学
的
観
察
の
視
点
を
学
び
、
医
療
関
係
職
種
と
連
携
が
と
れ
る
よ
う
に
、
必
要
な
共
通
専
門
用
語
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
１
．
か
ら
だ
の
し
く
み
の
理
解
１
）
か
ら
だ
の
し
く
み
の
基
礎
的
理
解
①
人
体
の
構
造
と
機
能
　
　
　
②
人
体
部
位
の
名
称
③
生
命
の
維
持
・
恒
常
性
の
し
く
み
（
体
温
、
呼
吸
、
脈
拍
、
血
圧
）
④
ボ
デ
ィ
メ
カ
ニ
ク
ス
　
　
　
⑤
関
節
の
可
動
域
２
）
か
ら
だ
の
し
く
み
と
そ
の
異
常
（
観
察
力
・
判
断
力
の
基
盤
）
①
消
化
器
系
　
　
　
②
循
環
器
系
　
　
　
③
呼
吸
器
系
④
運
動
器
系
　
　
　
⑤
神
経
系
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
生
活
支
援
を
行
う
た
め
、
介
護
実
践
の
根
拠
と
な
る
人
間
の
心
理
、
人
体
の
構
造
や
機
能
を
理
解
す
る
。
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
両
面
か
ら
利
用
者
の
状
態
を
見
て
、
そ
の
状
態
が
ど
の
よ
う
な
要
因
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
根
拠
と
な
る
知
識
に
つ
い
て
学
ぶ
。
そ
こ
か
ら
残
存
能
力
・
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
、
利
用
者
の
尊
厳
の
尊
重
と
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
、
生
活
支
援
に
必
要
と
な
る
移
動
、
身
じ
た
く
、
食
事
、
排
泄
に
関
す
る
適
切
な
介
護
方
法
を
導
き
出
す
た
め
の
知
識
を
習
得
す
る
。
１
．
移
動
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
１
）
移
動
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
基
礎
知
識
①
移
動
行
為
の
生
理
的
意
味
②
重
心
の
移
動
、
バ
ラ
ン
ス
２
）
移
動
・
活
動
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
①
安
全
・
安
楽
な
移
動
、姿
勢
・
体
位
の
保
持
の
し
く
み
②
立
位
・
座
位
保
持
の
し
く
み
　
③
歩
行
の
し
く
み
④
筋
力
・
骨
の
強
化
の
し
く
み
３
）
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
移
動
へ
の
影
響
①
移
動
に
関
す
る
機
能
の
低
下
・
障
害
の
原
因
②
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
移
動
へ
の
影
響
（
骨
折
、
廃
用
症
候
群
、
褥
瘡
）
③
運
動
が
及
ぼ
す
身
体
へ
の
負
担
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
障
害
の
あ
る
人
の
心
理
や
身
体
機
能
・
社
会
的
側
面
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
人
の
地
域
で
の
生
活
を
理
解
し
、
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
や
地
域
を
含
め
た
周
囲
の
環
境
へ
の
支
援
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
。
　
ま
た
、
医
学
的
側
面
か
ら
の
基
礎
的
知
識
と
し
て
、
身
体
、
精
神
、
知
的
・
発
達
障
害
、
難
病
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
症
状
や
合
併
症
な
ど
が
日
常
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を
理
解
す
る
。
１
．
障
害
の
基
礎
的
理
解
１
）
障
害
の
概
念
①
障
害
の
捉
え
方
、
IC
ID
H（
国
際
障
害
分
類
）
か
ら
IC
F（
国
際
生
活
機
能
分
類
）
へ
の
変
遷
２
）
障
害
者
福
祉
の
基
本
理
念
①
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
障
害
者
年
の
理
念
３
）
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
諸
制
度
２
．
障
害
の
医
学
的
・
心
理
的
・
社
会
的
側
面
の
基
礎
的
知
識
１
）
障
害
の
あ
る
人
の
心
理
①
障
害
が
及
ぼ
す
心
理
的
影
響
　
　
②
障
害
の
受
容
③
適
応
と
適
応
規
制
２
）
障
害
の
あ
る
人
の
医
学
的
基
礎
知
識
①
身
体
障
害
の
原
因
と
特
性
②
精
神
障
害
の
種
類
と
原
因
と
特
性
③
知
的
障
害
の
種
類
と
原
因
と
特
性
④
発
達
障
害
の
種
類
と
原
因
と
特
性
⑤
難
病
の
種
類
と
原
因
と
特
性
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　「
障
害
の
理
解
Ⅰ
」
で
学
ん
だ
基
礎
的
知
識
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
障
害
の
あ
る
人
の
体
験
を
理
解
し
、
障
害
が
及
ぼ
す
心
理
的
影
響
や
障
害
の
受
容
、
日
常
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て
学
ぶ
。
　
ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
の
特
性
を
含
め
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
う
た
め
に
、
地
域
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
や
多
職
種
協
働
の
あ
り
方
、
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
を
含
め
た
周
囲
の
環
境
に
も
配
慮
し
た
介
護
の
視
点
を
習
得
す
る
。
１
．
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
と
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
１
）
障
害
に
伴
う
機
能
の
変
化
と
日
常
生
活
へ
の
影
響
①
障
害
の
特
性
を
踏
ま
え
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
保
た
れ
て
い
る
能
力
と
低
下
し
て
い
る
能
力
の
把
握
、
家
族
と
の
関
係
の
把
握
）
②
重
複
障
害
の
理
解
２
）
障
害
の
あ
る
人
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
①
各
期
に
お
け
る
Q
O
L
を
高
め
る
支
援
②
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
２
．
連
携
と
協
働
１
）
地
域
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
①
行
政
・
関
係
機
関
と
の
連
携
②
地
域
自
立
支
援
協
議
会
と
の
連
携
２
）
多
職
種
連
携
・
協
働
に
よ
る
支
援
①
他
の
福
祉
職
種
と
の
連
携
・
支
援
②
保
健
医
療
職
種
と
の
連
携
・
支
援
３
．
家
族
へ
の
支
援
１
）
家
族
へ
の
支
援
①
家
族
の
受
容
段
階
に
応
じ
た
支
援
②
家
族
の
課
題
（
介
護
力
の
評
価
）
に
応
じ
た
支
援
③
家
族
の
レ
ス
パ
イ
ト
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
生
活
支
援
を
行
う
た
め
、
介
護
実
践
の
根
拠
と
な
る
人
間
の
心
理
的
側
面
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
特
に
、
人
間
の
欲
求
の
基
本
的
な
理
解
や
感
情
、
思
考
等
に
つ
い
て
学
び
、
根
拠
を
持
っ
た
生
活
支
援
が
で
き
る
た
め
の
基
礎
的
知
識
を
習
得
す
る
。
　
ま
た
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
は
相
互
に
影
響
し
あ
い
、
意
欲
や
行
動
な
ど
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
学
習
す
る
。
１
．
こ
こ
ろ
の
し
く
み
の
理
解
１
）
介
護
実
践
の
た
め
の
人
間
の
心
理
①
基
本
的
欲
求
　
　
　
②
社
会
的
欲
求
③
対
象
を
捉
え
る
観
察
力
・
判
断
力
の
基
盤
２
）
自
己
概
念
と
尊
厳
①
自
己
概
念
に
影
響
す
る
要
因
②
自
立
へ
の
意
欲
と
自
己
概
念
③
自
己
実
現
と
い
き
が
い
３
）
こ
こ
ろ
の
し
く
み
の
基
礎
①
こ
こ
ろ
の
し
く
み
に
関
す
る
諸
理
論
②
思
考
の
し
く
み
　
③
学
習
・
記
憶
・
思
考
の
し
く
み
④
感
情
の
し
く
み
　
⑤
意
欲
・
動
機
付
け
の
し
く
み
⑥
適
応
の
し
く
み
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
生
活
支
援
を
行
う
た
め
、
介
護
実
践
の
根
拠
と
な
る
人
体
の
構
造
や
機
能
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は
人
体
の
健
常
と
異
常
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
ま
た
、
利
用
者
の
状
態
変
化
に
気
づ
く
医
学
的
観
察
の
視
点
を
学
び
、
医
療
関
係
職
種
と
連
携
が
と
れ
る
よ
う
に
、
必
要
な
共
通
専
門
用
語
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
１
．
か
ら
だ
の
し
く
み
の
理
解
１
）
か
ら
だ
の
し
く
み
の
基
礎
的
理
解
①
人
体
の
構
造
と
機
能
　
　
　
②
人
体
部
位
の
名
称
③
生
命
の
維
持
・
恒
常
性
の
し
く
み
（
体
温
、
呼
吸
、
脈
拍
、
血
圧
）
④
ボ
デ
ィ
メ
カ
ニ
ク
ス
　
　
　
⑤
関
節
の
可
動
域
２
）
か
ら
だ
の
し
く
み
と
そ
の
異
常
（
観
察
力
・
判
断
力
の
基
盤
）
①
消
化
器
系
　
　
　
②
循
環
器
系
　
　
　
③
呼
吸
器
系
④
運
動
器
系
　
　
　
⑤
神
経
系
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
生
活
支
援
を
行
う
た
め
、
介
護
実
践
の
根
拠
と
な
る
人
間
の
心
理
、
人
体
の
構
造
や
機
能
を
理
解
す
る
。
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
両
面
か
ら
利
用
者
の
状
態
を
見
て
、
そ
の
状
態
が
ど
の
よ
う
な
要
因
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
根
拠
と
な
る
知
識
に
つ
い
て
学
ぶ
。
そ
こ
か
ら
残
存
能
力
・
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
、
利
用
者
の
尊
厳
の
尊
重
と
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
、
生
活
支
援
に
必
要
と
な
る
移
動
、
身
じ
た
く
、
食
事
、
排
泄
に
関
す
る
適
切
な
介
護
方
法
を
導
き
出
す
た
め
の
知
識
を
習
得
す
る
。
１
．
移
動
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
１
）
移
動
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
基
礎
知
識
①
移
動
行
為
の
生
理
的
意
味
②
重
心
の
移
動
、
バ
ラ
ン
ス
２
）
移
動
・
活
動
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
①
安
全
・
安
楽
な
移
動
、姿
勢
・
体
位
の
保
持
の
し
く
み
②
立
位
・
座
位
保
持
の
し
く
み
　
③
歩
行
の
し
く
み
④
筋
力
・
骨
の
強
化
の
し
く
み
３
）
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
移
動
へ
の
影
響
①
移
動
に
関
す
る
機
能
の
低
下
・
障
害
の
原
因
②
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
移
動
へ
の
影
響
（
骨
折
、
廃
用
症
候
群
、
褥
瘡
）
③
運
動
が
及
ぼ
す
身
体
へ
の
負
担
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
４
）
生
活
場
面
に
お
け
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
変
化
の
気
づ
き
と
医
療
職
と
の
連
携
（
異
常
・
事
故
時
の
対
応
）
２
．
身
じ
た
く
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
１
）
身
じ
た
く
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
基
礎
知
識
①
身
じ
た
く
の
行
為
の
生
理
的
意
味
②
爪
の
構
造
と
機
能
　
　
　
③
毛
髪
の
構
造
と
機
能
２
）
身
じ
た
く
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
①
口
腔
の
清
潔
の
し
く
み
　
　
②
口
臭
の
し
く
み
３
）
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
整
容
行
動
へ
の
影
響
①
口
腔
の
清
潔
に
関
す
る
機
能
の
低
下
・
障
害
の
原
因
②
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
口
腔
の
清
潔
へ
の
影
響
４
）
生
活
場
面
に
お
け
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
変
化
の
気
づ
き
と
医
療
職
と
の
連
携
３
．
食
事
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
１
）
食
べ
る
こ
と
に
関
連
し
た
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
し
く
み
①
食
べ
る
こ
と
の
生
理
的
意
味
②
食
欲
・
お
い
し
さ
を
感
じ
る
し
く
み
（
空
腹
・
満
腹
、
食
欲
に
影
響
す
る
因
子
、
視
覚
・
味
覚
・
嗅
覚
）
③
喉
が
渇
く
し
く
み
④
食
べ
る
し
く
み
（
食
物
を
口
ま
で
運
ぶ
：
視
覚
の
情
報
、
手
の
機
能
、
姿
勢
と
運
動
、
食
物
の
性
質
の
判
断
：
視
覚
、
嗅
覚
か
ら
の
情
報
、
過
去
の
記
憶
、
食
物
に
あ
っ
た
口
の
準
備
：
筋
肉
、
神
経
、
唾
液
の
分
泌
、
咀
嚼
運
動
、
嚥
下
運
動
・
嚥
下
反
射
、
消
化
）
２
）
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
食
事
へ
の
影
響
①
食
べ
る
こ
と
に
関
す
る
機
能
の
低
下
・
障
害
の
原
因
②
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
食
事
へ
の
影
響
（
低
血
糖
・
高
血
糖
、
嚥
下
障
害
、
誤
嚥
の
あ
る
人
の
食
行
動
、
食
欲
不
振
の
あ
る
人
の
食
行
動
、
食
事
制
限
が
必
要
な
人
の
食
行
動
）
３
）
生
活
場
面
に
お
け
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
変
化
の
気
づ
き
と
医
療
職
と
の
連
携
（
異
常
・
事
故
時
の
対
応
）
①
誤
嚥
を
予
防
す
る
た
め
の
日
常
生
活
で
の
留
意
点
②
嚥
下
障
害
に
気
づ
く
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
③
脱
水
に
気
づ
く
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
４
．
排
泄
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
１
）
排
泄
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
基
礎
知
識
①
排
泄
の
生
理
的
意
味
　
　
②
便
の
性
状
、
量
、
回
数
③
尿
の
性
状
、
量
、
回
数
　
④
尿
の
生
成
の
し
く
み
⑤
便
の
生
成
（
消
化
・
吸
収
）
の
し
く
み
２
）
排
泄
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
①
排
尿
の
し
く
み
　
　
　
②
排
便
の
し
く
み
３
）
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
排
泄
へ
の
影
響
①
排
泄
に
関
連
す
る
機
能
の
低
下
・
障
害
の
原
因
②
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
排
泄
へ
の
影
響
（
便
秘
、
下
痢
、
失
禁
）
４
）
生
活
場
面
に
お
け
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
変
化
の
気
づ
き
と
医
療
職
と
の
連
携
（
異
常
・
事
故
時
の
対
応
）
①
便
秘
・
下
痢
に
気
づ
く
た
め
の
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
生
活
支
援
を
行
う
た
め
、
介
護
実
践
の
根
拠
と
な
る
人
間
の
心
理
、
人
体
の
構
造
や
機
能
を
理
解
す
る
。
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
両
面
か
ら
利
用
者
の
状
態
を
見
て
、
そ
の
状
態
が
ど
の
よ
う
な
要
因
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
根
拠
と
な
る
知
識
に
つ
い
て
学
ぶ
。
そ
こ
か
ら
残
存
能
力
・
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
利
用
者
の
尊
厳
の
尊
重
と
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
生
活
支
援
に
必
要
と
な
る
入
浴
・
清
潔
保
持
、
休
息
・
睡
眠
、
人
生
の
最
終
段
階
の
ケ
ア
に
関
す
る
適
切
な
介
護
方
法
を
導
き
出
す
た
め
の
知
識
を
習
得
す
る
。
１
．
入
浴
、
清
潔
保
持
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
１
）
入
浴
、
清
潔
保
持
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
基
礎
知
識
①
清
潔
保
持
の
生
理
的
意
味
②
清
潔
保
持
に
関
連
し
た
か
ら
だ
の
器
官
２
）
清
潔
保
持
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
①
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
爽
快
感
を
感
じ
る
し
く
み
②
皮
膚
の
汚
れ
の
し
く
み
　
　
③
発
汗
の
し
く
み
３
）
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
入
浴
、
清
潔
保
持
へ
の
影
響
①
入
浴
、
清
潔
保
持
に
関
す
る
機
能
の
低
下
・
障
害
の
原
因
②
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
入
浴
、
清
潔
保
持
へ
の
影
響
（
痒
み
、
か
ぶ
れ
、
褥
瘡
）
③
入
浴
が
及
ぼ
す
体
へ
の
負
担
４
）
生
活
場
面
に
お
け
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
変
化
の
気
づ
き
と
医
療
職
と
の
連
携
（
異
常
・
事
故
時
の
対
応
）
２
．
休
息
・
睡
眠
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
１
）
休
息
・
睡
眠
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
基
礎
知
識
①
休
息
・
睡
眠
の
生
理
的
意
味
　
　
②
睡
眠
時
間
③
睡
眠
の
リ
ズ
ム
④
休
息
・
睡
眠
に
関
連
し
た
か
ら
だ
の
器
官
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?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
４
）
生
活
場
面
に
お
け
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
変
化
の
気
づ
き
と
医
療
職
と
の
連
携
（
異
常
・
事
故
時
の
対
応
）
２
．
身
じ
た
く
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
１
）
身
じ
た
く
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
基
礎
知
識
①
身
じ
た
く
の
行
為
の
生
理
的
意
味
②
爪
の
構
造
と
機
能
　
　
　
③
毛
髪
の
構
造
と
機
能
２
）
身
じ
た
く
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
①
口
腔
の
清
潔
の
し
く
み
　
　
②
口
臭
の
し
く
み
３
）
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
整
容
行
動
へ
の
影
響
①
口
腔
の
清
潔
に
関
す
る
機
能
の
低
下
・
障
害
の
原
因
②
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
口
腔
の
清
潔
へ
の
影
響
４
）
生
活
場
面
に
お
け
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
変
化
の
気
づ
き
と
医
療
職
と
の
連
携
３
．
食
事
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
１
）
食
べ
る
こ
と
に
関
連
し
た
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
し
く
み
①
食
べ
る
こ
と
の
生
理
的
意
味
②
食
欲
・
お
い
し
さ
を
感
じ
る
し
く
み
（
空
腹
・
満
腹
、
食
欲
に
影
響
す
る
因
子
、
視
覚
・
味
覚
・
嗅
覚
）
③
喉
が
渇
く
し
く
み
④
食
べ
る
し
く
み
（
食
物
を
口
ま
で
運
ぶ
：
視
覚
の
情
報
、
手
の
機
能
、
姿
勢
と
運
動
、
食
物
の
性
質
の
判
断
：
視
覚
、
嗅
覚
か
ら
の
情
報
、
過
去
の
記
憶
、
食
物
に
あ
っ
た
口
の
準
備
：
筋
肉
、
神
経
、
唾
液
の
分
泌
、
咀
嚼
運
動
、
嚥
下
運
動
・
嚥
下
反
射
、
消
化
）
２
）
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
食
事
へ
の
影
響
①
食
べ
る
こ
と
に
関
す
る
機
能
の
低
下
・
障
害
の
原
因
②
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
食
事
へ
の
影
響
（
低
血
糖
・
高
血
糖
、
嚥
下
障
害
、
誤
嚥
の
あ
る
人
の
食
行
動
、
食
欲
不
振
の
あ
る
人
の
食
行
動
、
食
事
制
限
が
必
要
な
人
の
食
行
動
）
３
）
生
活
場
面
に
お
け
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
変
化
の
気
づ
き
と
医
療
職
と
の
連
携
（
異
常
・
事
故
時
の
対
応
）
①
誤
嚥
を
予
防
す
る
た
め
の
日
常
生
活
で
の
留
意
点
②
嚥
下
障
害
に
気
づ
く
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
③
脱
水
に
気
づ
く
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
４
．
排
泄
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
１
）
排
泄
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
基
礎
知
識
①
排
泄
の
生
理
的
意
味
　
　
②
便
の
性
状
、
量
、
回
数
③
尿
の
性
状
、
量
、
回
数
　
④
尿
の
生
成
の
し
く
み
⑤
便
の
生
成
（
消
化
・
吸
収
）
の
し
く
み
２
）
排
泄
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
①
排
尿
の
し
く
み
　
　
　
②
排
便
の
し
く
み
３
）
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
排
泄
へ
の
影
響
①
排
泄
に
関
連
す
る
機
能
の
低
下
・
障
害
の
原
因
②
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
排
泄
へ
の
影
響
（
便
秘
、
下
痢
、
失
禁
）
４
）
生
活
場
面
に
お
け
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
変
化
の
気
づ
き
と
医
療
職
と
の
連
携
（
異
常
・
事
故
時
の
対
応
）
①
便
秘
・
下
痢
に
気
づ
く
た
め
の
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
生
活
支
援
を
行
う
た
め
、
介
護
実
践
の
根
拠
と
な
る
人
間
の
心
理
、
人
体
の
構
造
や
機
能
を
理
解
す
る
。
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
両
面
か
ら
利
用
者
の
状
態
を
見
て
、
そ
の
状
態
が
ど
の
よ
う
な
要
因
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
根
拠
と
な
る
知
識
に
つ
い
て
学
ぶ
。
そ
こ
か
ら
残
存
能
力
・
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
利
用
者
の
尊
厳
の
尊
重
と
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
生
活
支
援
に
必
要
と
な
る
入
浴
・
清
潔
保
持
、
休
息
・
睡
眠
、
人
生
の
最
終
段
階
の
ケ
ア
に
関
す
る
適
切
な
介
護
方
法
を
導
き
出
す
た
め
の
知
識
を
習
得
す
る
。
１
．
入
浴
、
清
潔
保
持
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
１
）
入
浴
、
清
潔
保
持
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
基
礎
知
識
①
清
潔
保
持
の
生
理
的
意
味
②
清
潔
保
持
に
関
連
し
た
か
ら
だ
の
器
官
２
）
清
潔
保
持
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
①
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
爽
快
感
を
感
じ
る
し
く
み
②
皮
膚
の
汚
れ
の
し
く
み
　
　
③
発
汗
の
し
く
み
３
）
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
入
浴
、
清
潔
保
持
へ
の
影
響
①
入
浴
、
清
潔
保
持
に
関
す
る
機
能
の
低
下
・
障
害
の
原
因
②
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
入
浴
、
清
潔
保
持
へ
の
影
響
（
痒
み
、
か
ぶ
れ
、
褥
瘡
）
③
入
浴
が
及
ぼ
す
体
へ
の
負
担
４
）
生
活
場
面
に
お
け
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
変
化
の
気
づ
き
と
医
療
職
と
の
連
携
（
異
常
・
事
故
時
の
対
応
）
２
．
休
息
・
睡
眠
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
１
）
休
息
・
睡
眠
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
基
礎
知
識
①
休
息
・
睡
眠
の
生
理
的
意
味
　
　
②
睡
眠
時
間
③
睡
眠
の
リ
ズ
ム
④
休
息
・
睡
眠
に
関
連
し
た
か
ら
だ
の
器
官
— 39 —
淑徳大学短期大学部研究紀要第59号（2019. 2）
40
?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
２
）
休
息
・
睡
眠
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
①
睡
眠
の
し
く
み
３
）
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
休
息
・
睡
眠
へ
の
影
響
①
睡
眠
に
関
連
す
る
機
能
の
低
下
・
障
害
の
原
因
②
機
能
の
低
下
・
障
害
が
及
ぼ
す
睡
眠
へ
の
影
響
４
）
生
活
場
面
に
お
け
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
変
化
の
気
づ
き
と
医
療
職
と
の
連
携
３
．
人
生
の
最
終
段
階
の
ケ
ア
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
１
）「
死
」
の
捉
え
方
①
生
物
学
的
な
死
　
②
法
律
的
な
死
　
③
臨
床
的
な
死
２
）
終
末
期
の
心
身
の
変
化
と
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
①
身
体
の
機
能
の
低
下
の
特
徴
②
死
後
の
身
体
的
変
化
③
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
３
）「
死
」
に
対
す
る
こ
こ
ろ
の
理
解
①
死
に
対
す
る
恐
怖
・
不
安
②
「
死
」
を
受
容
す
る
段
階
４
）
家
族
に
対
す
る
援
助
①
家
族
の
「
死
」
を
受
容
す
る
段
階
②
具
体
的
な
家
族
支
援
の
方
法
５
）
医
療
職
と
の
連
携
①
呼
吸
困
難
時
に
行
わ
れ
る
医
療
の
実
際
と
介
護
の
連
携
②
疼
痛
緩
和
の
た
め
に
行
わ
れ
る
医
療
の
実
際
と
介
護
の
連
携
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Ⅳ
　
医
療
的
ケ
ア
?
? 単
位
（
時
間
）
目
　
的
　（
ね
ら
い
）
教
　
　
育
　
　
内
　
　
容
項
　
　
　
　
目
内
　
　
　
　
容
?
?
?
?
?
?
１
（
30
）
　
医
療
的
ケ
ア
を
安
全
・
適
切
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
１
．
安
全
に
医
療
的
ケ
ア
実
施
す
る
た
め
の
基
礎
１
）
医
療
的
ケ
ア
の
実
施
に
関
す
る
諸
制
度
２
）
医
行
為
に
つ
い
て
３
）
医
療
的
ケ
ア
に
お
け
る
個
人
の
尊
厳
と
自
立
４
）
医
療
的
ケ
ア
の
倫
理
上
の
留
意
点
５
）
医
療
的
ケ
ア
に
お
け
る
感
染
予
防
６
）
安
全
管
理
体
制
①
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
②
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
報
告
③
応
急
処
置
・
救
急
蘇
生
の
方
法
７
）
対
象
者
の
健
康
状
態
の
把
握
８
）
急
変
状
態
の
対
応
と
連
絡
・
報
告
?
?
?
?
?
?
１
（
30
）
　
医
療
的
ケ
ア
を
安
全
・
適
切
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
２
．
喀
痰
吸
引（
基
礎
的
知
識
・
実
施
手
順
）
１
）
喀
痰
吸
引
に
必
要
な
人
体
の
構
造
と
機
能
２
）
根
拠
に
基
づ
く
喀
痰
吸
引
の
方
法
①
安
全
で
適
切
な
実
施
手
順
・
手
技
②
喀
痰
吸
引
に
伴
う
ケ
ア
３
）
急
変
事
態
へ
の
対
応
４
）
観
察
・
報
告
の
意
義
と
内
容
５
）
喀
痰
吸
引
を
受
け
る
対
象
者
・
家
族
の
心
理
と
対
応
①
説
明
と
同
意
の
意
義
と
方
法
?
?
?
?
?
?
１
（
30
）
　
医
療
的
ケ
ア
を
安
全
・
適
切
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
３
．
経
管
栄
養（
基
礎
的
知
識
・
実
施
手
順
）
１
）
経
管
栄
養
に
必
要
な
人
体
の
構
造
と
機
能
２
）
経
管
栄
養
の
種
類
と
方
法
（
高
齢
者
・
子
ど
も
）
３
）
根
拠
に
基
づ
く
経
管
栄
養
の
方
法
①
安
全
で
適
切
な
実
施
手
順
・
手
技
②
経
管
栄
養
に
伴
う
ケ
ア
４
）
急
変
事
態
へ
の
対
応
５
）
観
察
・
報
告
の
意
義
と
内
容
６
）
経
管
栄
養
を
受
け
る
対
象
者
・
家
族
の
心
理
と
対
応
①
説
明
と
同
意
の
意
義
と
方
法
?
?
?
?
?
?
?
２
（
30
）
　
医
療
的
ケ
ア
を
安
全
・
適
切
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。
１
．
喀
痰
吸
引
の
実
施
１
）
口
腔
内
吸
引
２
）
鼻
腔
内
吸
引
３
）
気
管
内
カ
ニ
ュ
ー
レ
内
部
の
吸
引
２
．
経
管
栄
養
の
実
施
１
）
胃
ろ
う
ま
た
は
腸
ろ
う
に
よ
る
経
管
栄
養
２
）
経
鼻
経
管
栄
養
３
．
救
急
蘇
生
法
１
）
心
肺
蘇
生
２
）
A
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42 教養
科
目
専
　
門
　
科
　
目
介
護
福
祉
士
関
係
専
門
関
連
科
目
建
学
の
精
神
に
関
す
る
科
目
学
部
共
通
教
養
科
目
人
間
と
社
会
の
領
域
科
目
介
護
の
領
域
科
目
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
の
領
域
科
目
医
療
的
ケ
ア
の
領
域
科
目
そ
の
他
? ? ?
後
期
△
情
報
処
理
演
習
Ⅱ
△
文
学
△
○
経
済
学
△
情
報
処
理
演
習
Ⅲ
△
英
語
Ⅳ
△
英
語
Ⅵ
△
○
経
済
学
△
○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
Ⅱ
△
○
家
庭
生
活
基
本
技
術
Ⅱ
△
○
介
護
過
程
演
習
Ⅱ
△
○
介
護
の
基
本
Ⅳ
△
○
家
庭
生
活
基
本
技
術
Ⅰ
△
○
介
護
総
合
演
習
Ⅲ
通
年
△
健
康
科
学
論
△
体
育
実
技
△
○
介
護
過
程
演
習
Ⅰ
◎
社
会
福
祉
演
習
Ⅱ
前
期
△
○
法
学（
日
本
国
憲
法
）
△
英
語
Ⅲ
△
英
語
Ⅴ
△
○
法
学（
日
本
国
憲
法
）
△
○
社
会
保
障
論
Ⅱ
△
○
介
護
の
基
本
Ⅲ
△
○
日
常
生
活
介
護
技
術
Ⅱ
△
○
生
活
環
境
支
援
技
術
Ⅱ
△
○
介
護
実
習
Ⅳ
△
○
介
護
実
習
Ⅲ
△
○
介
護
総
合
演
習
Ⅱ
△
○
認
知
症
の
理
解
Ⅱ
△
○
障
害
の
理
解
Ⅱ
△
○
発
達
と
老
化
の
理
解
Ⅱ
△
○
医
療
的
ケ
ア
演
習
? ? ?
後
期
◎
宗
教
◎
英
語
Ⅱ
△
○
社
会
学
△
就
職
支
援
講
座
△
心
理
学
△
○
社
会
学
△
○
人
間
関
係
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
△
○
社
会
保
障
論
Ⅰ
△
○
日
常
生
活
介
護
技
術
Ⅱ
△
○
生
活
環
境
支
援
技
術
Ⅰ
△
○
介
護
の
基
本
Ⅲ
△
○
介
護
実
習
Ⅱ
△
○
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
Ⅱ
△
○
こ
こ
ろ
の
理
解
△
○
認
知
症
の
理
解
Ⅰ
△
○
発
達
と
老
化
の
理
解
Ⅰ
△
○
障
害
の
理
解
Ⅰ
△
○
医
療
的
ケ
ア
Ⅱ
△
○
医
療
的
ケ
ア
Ⅲ
△
社
会
福
祉
の
歴
史
△
手
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
通
年
△
○
介
護
の
基
本
Ⅰ
△
○
介
護
過
程
総
論
△
○
介
護
総
合
演
習
Ⅰ
◎
社
会
福
祉
演
習
Ⅰ
前
期
◎
共
生
論
◎
英
語
Ⅰ
△
哲
学
△
○
情
報
処
理
演
習
Ⅰ
△
○
情
報
処
理
演
習
Ⅰ
△
○
人
間
の
理
解
△
○
人
間
関
係
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
△
○
介
護
の
基
本
Ⅱ
△
○
日
常
生
活
介
護
技
術
Ⅰ
△
○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
Ⅰ
△
○
介
護
実
習
Ⅰ
△
○
か
ら
だ
の
理
解
△
○
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
Ⅰ
△
○
医
療
的
ケ
ア
Ⅰ
◎
社
会
福
祉
概
論
Ⅰ
△
手
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
D
P
は
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
を
示
し
ま
す
。
表
２
．
健
康
福
祉
学
科
　
介
護
福
祉
コ
ー
ス
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
D
P（
1）
本
学
の
目
指
す
建
学
の
精
神
「
大
乗
仏
教
精
神
」
に
基
づ
く
共
生
の
理
念
と
「
感
恩
奉
仕
」
を
充
分
に
理
解
し
、
自
ら
の
人
格
向
上
及
び
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
で
き
る
能
力
を
修
得
し
て
い
る
。
D
P（
4）
各
種
専
門
職
に
お
け
る
必
要
な
知
識
・
技
能
を
有
し
、
社
会
貢
献
で
き
る
以
下
の
能
力
（
介
護
福
祉
分
野
に
お
け
る
基
礎
的
な
能
力
・
知
識
・
技
術
）
を
有
し
て
い
る
。
①
 高
い
倫
理
観
を
も
っ
て
、
他
者
に
共
感
で
き
、
尊
厳
と
自
立
を
支
え
る
ケ
ア
を
実
践
で
き
る
。
②
 専
門
職
の
立
場
か
ら
身
体
的
・
心
理
的
・
社
会
的
支
援
の
重
要
性
を
理
解
し
、
具
体
的
な
支
援
方
法
が
説
明
で
き
る
。
③
 介
護
に
関
す
る
社
会
保
障
の
制
度
や
施
策
の
基
本
的
理
解
が
で
き
、
そ
の
概
要
を
説
明
で
き
る
。
④
 コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
の
基
本
を
身
に
つ
け
、
利
用
者
・
家
族
・
チ
ー
ム
に
対
し
て
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑤
 あ
ら
ゆ
る
介
護
場
面
に
共
通
す
る
基
礎
的
な
介
護
の
知
識
・
技
術
を
修
得
し
、
実
践
で
き
る
。
⑥
 介
護
実
践
の
根
拠
を
理
解
し
、
本
人
の
望
む
生
活
支
援
を
状
況
に
応
じ
て
実
践
で
き
る
。
⑦
 利
用
者
ひ
と
り
一
人
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
多
様
な
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
専
門
職
と
し
て
自
律
的
に
介
護
過
程
の
展
開
が
で
き
る
。
⑧
 介
護
職
の
中
核
的
役
割
と
し
て
、
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必
要
意
を
理
解
し
、
多
職
種
協
働
に
よ
る
チ
ー
ム
ケ
ア
を
実
践
で
き
る
。
D
P（
3）
専
門
職
と
し
て
の
高
い
倫
理
観
と
使
命
感
を
持
ち
、
他
者
と
協
働
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
し
て
い
る
。
D
P（
2）
現
代
社
会
に
お
け
る
多
様
な
問
題
に
対
し
て
多
面
的
な
視
点
か
ら
論
理
的
に
分
析
し
、
問
題
を
解
決
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
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